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説

航
空
機
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
（green house gases
）
と
し
て
知
ら
れ
る
、
水
蒸
気
、
二
酸
化
炭
素
及
び
微
粒
子
状
の
排
出
物
を
高
高
度

の
大
気
中
に
放
出
す
る
こ
と
で
、
気
候
変
動
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
１
）

。
た
と
え
ば
、
現
時
点
で
航
空
機
が
排
出
す
る

二
酸
化
炭
素
は
全
世
界
の
排
出
総
量
の
約
二
〜
三
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
産
業
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
今
後
増
加
し
て
い
く
と
予

測
さ
れ
て
い
る
（
２
）

。

沿
岸
都
市
は
浸
水
し
、
世
界
は
度
々
襲
う
猛
烈
な
嵐
に
苦
し
め
ら
れ
、
破
壊
的
な
洪
水
の
被
害
に
遭
う
。
今
後
一
〇
〇
年
以
内
に
、

我
々
は
人
為
的
な
原
因
に
よ
る
気
候
変
動
で
、
こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
に
襲
わ
れ
る
。
あ
る
科
学
者
は
こ
う
主
張
す
る
。
別
の
科
学
者
は
、

気
温
上
昇
は
主
と
し
て
自
然
現
象
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
人
為
的
な
活
動
を
攻
撃
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
。
ま
た
あ
る
科
学
者
は
、
地
球
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の
気
候
変
動
は
認
め
る
が
、
一
部
の
科
学
者
が
予
想
す
る
よ
う
な
破
壊
的
な
現
象
は
発
生
し
な
い
と
す
る
。
こ
う
し
て
現
在
、
世
界
中
で

気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
が
（
３
）

、
国
際
社
会
は
、
厳
し
い
結
果
を
予
想
し
て
既
に
対
応
を
始
め
て
い

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
、
と
く
に
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
規
制
は
強
化
の
一
途
に
あ
り
、
経
済
原
理
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な
規
制
手
法
で
あ

る
排
出
権
取
引
制
度
も
普
及
し
つ
つ
あ
る
（
４
）

。

一
九
九
七
年
一
二
月
、
国
際
連
合
気
候
変
動
枠
組
条
約
（U
nited N

ations F
ram

ew
ork C

onvention on C
lim

ate C
hange

）
の
下
で
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
た
国
際
間
合
意
で
あ
る
京
都
議
定
書
（K

yoto P
rotocol to U

nited N
ations F

ram
ew

ork C
onvention on C

lim
ate 

C
hange

）
が
採
択
さ
れ
た
（
５
）

。
同
議
定
書
は
二
〇
〇
五
年
二
月
に
発
効
し
、
締
約
国
に
対
し
て
、
排
出
物
を
一
九
九
〇
年
の
水
準
か
ら
少
な

く
と
も
五
％
削
減
す
る
義
務
を
課
し
、
そ
れ
を
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
五
年
間
の
約
束
期
間
中
に
履
行
す
べ
き
も
の
と
し
て
い

る
。
そ
こ
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
削
減
手
法
こ
そ
が
、
排
出
権
取
引
な
の
で
あ
る
。

欧
州
連
合
（E

uropean U
nion 

（E
U

））
は
、
京
都
議
定
書
に
お
け
る
排
出
量
削
減
目
標
の
達
成
に
向
け
、
今
日
最
も
大
規
模
か
つ
包
括

的
な
排
出
権
取
引
制
度
（E

uropean U
nion E

m
ission T

rading S
ystem

 

（E
U

-E
T

S

））
を
施
行
し
て
い
る
（
６
）

。
二
〇
〇
五
年
一
月
に
運
用
が

開
始
さ
れ
た
そ
の
第
一
段
階
で
は
、
排
出
権
取
引
の
対
象
を
、
発
電
、
鉱
工
業
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
産
業
に
限
定
し
て
い
た
が
、

二
〇
〇
八
年
か
ら
の
第
二
段
階
で
は
、
従
来
か
ら
の
規
制
産
業
に
お
い
て
引
き
続
き
排
出
権
取
引
の
履
行
確
保
に
努
力
が
払
わ
れ
る
と
と

も
に
、
対
象
産
業
の
拡
大
と
数
値
目
標
の
強
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
決
定
機
関
で
あ
る
欧
州
委
員
会
（E

uropean C
om

m
ission 

（E
C

））
は
、
航
空
由
来
排
出
物
に
つ
い

て
も
排
出
権
取
引
を
義
務
付
け
る
新
た
な
指
令
案
を
決
議
し
、
欧
州
議
会
（E

uropean P
arliam

ent

）
に
提
案
し
た
（
７
）

。
議
会
は
二
〇
〇
八

年
七
月
に
同
指
令
を
法
案
審
議
す
る
よ
う
欧
州
閣
僚
理
事
会
（E

uropean C
ouncil

）
に
諮
問
し
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
閣
僚
理
事
会
は
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五

こ
れ
を
航
空
排
出
権
指
令
（A

viation E
m

ission D
irective, D

irective 2008/101/E
C

）
と
し
て
正
式
に
採
択
し
た
。
本
指
令
は
二
〇
〇
九

年
一
月
に
公
示
さ
れ
同
年
二
月
に
発
効
し
て
い
る
。

航
空
排
出
権
指
令
は
そ
れ
ま
で
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
国
際
航
空
分
野
を
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
包
摂
し
、
Ｅ
Ｕ
域
内
航
空
の
み
な
ら
ず
、

外
国
航
空
機
を
含
む
基
本
的
に
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
発
着
国
際
航
空
を
対
象
と
す
る
。
航
空
部
門
の
現
在
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
Ｅ
Ｕ
に
お

い
て
も
産
業
部
門
全
体
か
ら
み
れ
ば
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
一
五
年
間
で
二
倍
と
な
る
な
ど
近
年

急
激
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
排
出
権
取
引
に
含
め
る
こ
と
を
せ
ず
に
は
京
都
議
定
書
下
で
の
二
酸
化
炭
素
削
減
努
力
が
大

き
く
損
な
わ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
８
）

。

全
世
界
の
環
境
政
策
関
係
者
は
航
空
排
出
権
指
令
に
積
極
的
な
賛
意
を
表
し
た
が
、
航
空
関
係
者
は
こ
れ
に
反
対
し
あ
る
い
は
そ
の
実

効
性
に
懐
疑
的
な
見
方
を
示
し
た
（
９
）

。
批
判
は
、
航
空
排
出
権
指
令
を
Ｅ
Ｕ
規
則
の
域
外
適
用
と
み
、
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｕ
乗
り
入
れ
外
国
航
空

機
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
規
則
の
一
方
的
強
制
の
法
的
問
題
性
を
指
摘
し
た
。
指
令
が
カ
バ
ー
す
る
地
理
的
範
囲
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
は
も
ち
ろ
ん
、

公
海
、
第
三
国
ま
た
は
相
手
国
領
域
上
の
空
間
を
も
含
む
全
旅
程
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て

過
大
な
経
済
的
負
担
を
課
す
と
い
う
意
味
で
政
策
的
に
誤
り
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
協
調
に
拠
っ
て
き
た
一
九
四
四
年
シ
カ
ゴ
条
約

（C
hicago C

onvention

）
及
び
国
際
民
間
航
空
機
関
（International C

ivil A
viation O

rganization 

（IC
A

O

））
に
よ
る
国
際
航
空
の
規
制
枠

組
み
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
領
空
主
権
に
関
す
る
国
際
法
原
則
に
も
抵
触
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
（
10
）

。
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
ア
メ

リ
カ
航
空
運
送
協
会
（A

ir T
ransport A

ssociation of A
m

erica 

（A
T

A
））
と
ア
メ
リ
カ
の
大
手
航
空
会
社
三
社
（
ア
メ
リ
カ
ン
、
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
及
び
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
当
時
））
は
共
同
で
、
航
空
排
出
権
指
令
を
置
換
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
内
法
の
立
法
審
査
を
求
め
、
高
等
法
院

（H
igh C

ourt

）
に
所
管
官
庁
を
提
訴
し
た
。
二
〇
一
〇
年
五
月
に
、
高
等
法
院
は
本
案
を
欧
州
司
法
裁
判
所
（E

uropean C
ourt of Justice 
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（E
C

J

））
に
付
託
し
た
（
11
）

。

小
稿
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
の
施
行
を
前
に
こ
う
し
て
国
際
紛
争
化
し
た
航
空
排
出
権
指
令
の
国
際
法
上
の
拘
束
力
を
、
い
わ
ゆ
る
域

外
適
用
（extraterritorial application

）
の
理
論
、
国
際
連
合
の
専
門
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
政
策
調
整
機
能
と
の
関
係
で
分
析
し
、

も
っ
て
航
空
環
境
規
制
の
あ
り
方
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
航
空
排
出
権
指
令
に
対
し
て
は
、
経
済
面
へ
の
悪
影
響
、

制
度
設
計
上
の
問
題
な
ど
も
指
摘
さ
れ
、
世
界
か
ら
い
わ
ば
全
方
位
的
な
批
判
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
小
稿
で
は
最
後
に
、
Ｅ
Ｕ
が

敢
え
て
火
中
の
栗
を
拾
お
う
と
し
た
理
由
に
迫
っ
て
み
た
い
。

Ⅱ　

京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
シ
カ
ゴ
シ
ス
テ
ム

航
空
排
出
権
紛
争
の
理
解
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
そ
の
背
景
に
あ
る
二
つ
の
規
制
枠
組
で
あ
る
、
市
場
型
国
際
環
境
規
制
に
関
す
る
京

都
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
京
都
議
定
書
に
基
づ
く
強
制
力
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
の
枠
組
み
）、
そ
し
て
国
際
航
空
規
制
に
関
す
る
シ
カ
ゴ
シ

ス
テ
ム
（
シ
カ
ゴ
条
約
に
基
づ
く
国
際
民
間
航
空
実
施
の
た
め
の
枠
組
み
）
の
意
義
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

１　

京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム

Ａ　

気
候
変
動
の
兆
候

気
候
変
動
（clim

ate change

）
な
い
し
地
球
温
暖
化
（global w

arm
ing

）
は
、
大
気
中
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
起
因
す
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
と
し
て
は
、
水
蒸
気
（w

ater vapor

）、
二
酸
化
炭
素
（C

O
2

）、
オ
ゾ
ン
（O

3

）、
メ
タ
ン
（C

H
4

）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
が
上
昇
す
る
と
地
球
は
温
暖
化
し
、
低
下
す
る
と
冷
却
化
す
る
。
た
と
え
ば
、
氷
河
期
に
お
け
る
大
気
中
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の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
二
〇
〇
ｐ
ｐ
ｍ
前
後
で
あ
り
、
地
球
全
体
が
大
き
く
寒
冷
化
し
た
。
現
在
は
、
約
三
八
〇
ｐ
ｐ
ｍ
で
あ
り
温
暖
期

に
あ
る
と
い
え
る
（
12
）

。

気
温
上
昇
に
影
響
し
て
い
る
と
さ
れ
る
人
為
的
活
動
に
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
化
石
燃
料
の
消
費
と
、
土
地
利
用
で
あ
る
。
先
進
国
は

主
と
し
て
前
者
の
変
化
に
責
任
が
あ
る
。
新
興
国
は
、
今
後
そ
の
責
任
の
一
端
を
負
う
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市
化
、
農
地
拡
大
な
ど

か
ら
起
こ
る
後
者
の
変
化
は
、
主
と
し
て
発
展
途
上
国
で
み
ら
れ
る
。

気
温
上
昇
は
、
一
・
一
℃
か
ら
六
・
四
℃
の
変
化
で
、
極
め
て
大
き
な
世
界
的
気
候
変
動
を
も
た
ら
す
（
13
）

。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
気
象
現
象
は
よ
り
極
端
に
な
り
、
沿
岸
都
市
は
氷
河
、
氷
床
の
溶
解
と
海
水
の
膨
張
の
結
果
起
こ
る
海
面
上
昇

に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
。
二
一
〇
〇
年
ま
で
に
一
八
か
ら
五
九
㎝
の
海
面
上
昇
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
嵐
が
強
大
化
し
、
夏

季
の
気
温
上
昇
が
激
し
く
な
り
、
干
ば
つ
が
深
刻
化
す
る
。
加
え
て
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
河
及
び
カ
ナ
ダ
の
氷
床
が
融
け
出
し
、
真

水
が
海
水
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
メ
キ
シ
コ
湾
流
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
寒
冷
化
を
招
く
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

気
候
変
動
が
既
に
起
き
て
い
る
と
み
る
べ
き
重
大
な
兆
候
が
あ
る
（
14
）

。
世
界
の
年
平
均
気
温
は
、
一
九
世
紀
か
ら
〇
・
七
六
℃
上
昇
し
、
内

こ
の
一
〇
〇
年
だ
け
で
〇
・
六
七
℃
上
昇
し
て
お
り
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
観
測
史
上
の
最
高
気
温
を
記
録
す
る
年
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

南
極
大
陸
で
は
、
一
二
、〇
〇
〇
年
前
の
氷
棚
が
大
規
模
な
崩
壊
を
は
じ
め
て
い
る
。
世
界
の
代
表
的
な
山
岳
部
で
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
雪
線
が
上
が
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
と
今
日
と
を
比
べ
る
と
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
四
又
は
五
レ
ベ
ル
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
倍
増
し
て
い
る
。

世
界
各
地
で
近
年
干
ば
つ
が
頻
発
し
て
い
る
。
も
は
や
こ
の
現
実
か
ら
目
を
そ
む
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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Ｂ　

国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
と
京
都
議
定
書

一
九
八
〇
年
代
、
科
学
者
が
気
温
の
急
激
な
上
昇
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
始
め
る
と
、
国
際
社
会
は
問
題
の
深
刻
さ
を
認
識
す
る
と
と
も
に

対
策
に
乗
り
出
し
た
。
一
九
八
八
年
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（International P

anel on C
lim

ate C
hange 

（IP
C

C

））
が
、

国
際
連
合
環
境
計
画
（U

nited N
ations E

nvironm
ent P

rogram
m

e 

（U
N

E
P

））
及
び
世
界
気
象
機
関
（W

orld M
eteorological 

O
rganization 

（W
M

O
））
の
下
で
、
世
界
規
模
の
地
球
温
暖
化
の
科
学
的
知
見
を
集
め
て
評
価
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
気
候
変
動
と
そ
れ
へ
の
対
応
に
関
す
る
研
究
報
告
書
が
作
成
さ
れ
継
続
的
な
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
二
〇
〇
七
年
に

は
、
第
四
次
評
価
報
告
書
「
気
候
変
動
二
〇
〇
七
：
物
理
的
科
学
原
則
」
が
公
表
さ
れ
、
人
為
的
活
動
を
原
因
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
が

増
加
し
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
、
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合
会
議
（U

nited N
ations C

onference on E
nvironm

ent and D
evelopm

ent 

（U
N

C
E

D

））
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
し
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
の
国
際
的
合
意
と
し
て
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
（U

nited 

N
ations F

ram
ew

ork C
onvention on C

lim
ate C

hange 
（U

N
F

C
C

C

））
を
採
択
し
た
（
15
）

。
条
約
の
最
終
的
な
目
標
は
、「
気
候
系
に
対
し
て
危

険
な
人
為
的
干
渉
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
ら
な
い
水
準
に
お
い
て
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

そ
の
締
約
国
は
、
先
進
国
（
経
済
移
行
国
を
含
む
）
と
発
展
途
上
国
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
先
進
国
は
附
属
書
Ⅰ
国
と
呼
ば

れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
附
属
書
Ⅰ
国
と
発
展
途
上
国
と
が
「
共
通
だ
が
差
異
あ
る

責
任
（com
m

on but differentiated responsibilities

）」
を
負
い
つ
つ
気
候
系
を
保
護
す
る
こ
と
、
と
く
に
附
属
書
Ⅰ
国
が
気
候
変
動
対
策

を
率
先
し
て
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
16
）

。

一
九
九
七
年
、
枠
組
条
約
の
趣
旨
を
強
化
す
る
た
め
の
法
的
拘
束
力
あ
る
国
際
合
意
文
書
と
し
て
、
京
都
議
定
書
（K

yoto P
rotocol to 
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三
一
九

U
nited N

ations F
ram

ew
ork C

onvention on C
lim

ate C
hange

）
が
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
発
効
し
て
い
る
。
同
議
定
書
は
、
各

附
属
書
Ⅰ
国
が
排
出
削
減
目
標
の
達
成
の
た
め
各
種
手
段
を
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
と
し
て
課
し
て
い
る
（
17
）

。
そ
れ
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
向
上
、
森
林
等
の
吸
収
源
（sink

）
の
保
護
と
開
発
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
、
促
進
及
び
開
発
が
含
ま
れ
る
。
議
定
書
の
下
で

削
減
さ
れ
る
べ
き
排
出
物
は
、
二
酸
化
炭
素
（C

O
2

）、
メ
タ
ン
（C

H
4

）、
一
酸
化
二
窒
素
（N

2 O

）、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

（H
F

C
s

）、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（P

F
C

s

）、
六
フ
ッ
化
硫
黄
（S

F
6

）
の
六
種
で
あ
る
（
18
）

。

京
都
議
定
書
が
拘
束
力
の
あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
取
り
組
み
の
世
界
的
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
正
式
な
手
続
き
で
署
名
又
は
批
准
し
た
締
約
国
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
た
め
、
全
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
二
〇
％
強

を
排
出
す
る
ア
メ
リ
カ
は
附
属
書
Ⅰ
国
で
あ
り
な
が
ら
、
義
務
を
負
わ
な
い
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
議
定
書
所
定
削
減
目
標
は
ア

メ
リ
カ
に
と
っ
て
過
大
な
負
担
で
あ
り
、
自
国
の
経
済
活
動
及
び
消
費
者
に
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
敬
遠
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

制
度
自
体
の
成
功
が
疑
問
視
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
長
期
的
か
つ
本
質
的
な
問
題
解
決
に
そ
れ
ら
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
る
に
も
か
わ
ら

ず
、
発
展
途
上
国
に
は
義
務
が
課
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
中
国
は
現
在
途
上
国
に
分
類
さ
れ
議
定
書
の
義
務
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
て
い

る
が
、
二
十
％
強
を
占
め
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
大
国
な
の
で
あ
る
（
19
）

。

と
こ
ろ
で
京
都
議
定
書
は
、
締
約
国
が
効
率
的
に
排
出
削
減
で
き
る
よ
う
に
各
種
の
柔
軟
性
措
置
を
認
め
て
い
る
（
20
）

。
こ
れ
を
京
都
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
呼
ぶ
。
他
の
締
約
国
の
削
減
に
参
加
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
国
の
排
出
量
を
相
殺
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
し
て
の
、
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
（C

lean D
evelopm

ent M
echanism

 

（C
D

M

））、
共
同
実
施
（Joint Im

plem
entation 

（JI

））、
及

び
排
出
権
取
引
（em

issions trading 

（E
T

））
の
三
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
附
属
書
Ⅰ
国
が
自
国
の
約
束
を
達
成
す
る
に
つ
い

て
の
補
足
的
な
手
段
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
先
進
国
で
行
う
よ
り
も
途
上
国
で
行
う
削
減
対
策
が
相
対
的
に
安
上
が
り
で
、
し
た



三
二
〇

が
っ
て
効
率
的
に
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
地
球
上
の
ど
の
場
所
で
行
わ
れ
て
も
二
酸
化
炭
素
の

削
減
は
意
味
を
な
し
、
よ
り
効
率
的
に
、
よ
り
大
き
な
削
減
を
行
う
こ
と
は
目
的
に
か
な
う
。

附
属
書
一
二
条
が
認
め
る
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
非
附
属
書
Ⅰ
国
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
所
在
す
る
ホ
ス
ト
国
と
し
、
附
属
書

Ⅰ
国
の
資
金
、
技
術
な
ど
の
支
援
又
は
排
出
権
の
購
入
な
ど
の
関
与
の
下
で
実
施
す
る
措
置
で
あ
る
（
21
）

。
附
属
書
六
条
が
認
め
る
共
同
実
施

は
、
附
属
書
Ⅰ
国
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
所
在
す
る
ホ
ス
ト
国
と
し
、
他
の
附
属
書
Ⅰ
国
の
関
与
の
下
で
実
施
す
る
措
置
で
あ
る
（
22
）

。
附
属
書

一
七
条
が
認
め
る
排
出
権
取
引
は
、
数
値
約
束
の
あ
る
附
属
書
Ⅰ
国
間
で
行
わ
れ
る
取
引
で
、
排
出
権
の
取
引
・
移
転
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
限
界
削
減
費
用
（m

arginal abatem
ent cost

）
を
下
げ
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
（
23
）

。

Ｃ　

Ｅ
Ｕ
排
出
権
取
引
制
度

京
都
議
定
書
の
締
約
国
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
は
、
約
束
期
間
に
お
い
て
割
り
当
て
ら
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
法

的
に
強
制
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
排
出
権
取
引
制
度
（
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
が
創
設
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
（
24
）

。

Ｅ
Ｕ
の
環
境
対
策
立
法
は
、
伝
統
的
に
、
い
わ
ゆ
る
命
令
と
強
制
（com

m
and and control

）
の
形
式
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
の
初
め
か
ら
、
市
場
型
の
規
制
手
法
へ
の
移
行
が
は
じ
ま
っ
た
（
25
）

。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
様
の
傾
向
の
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。
京
都
議
定
書
発
効
の
後
、
排
出
権
取
引
に
対
す
る
信
頼
が
増
し
、
議
定
書
所
定
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
経

済
合
理
性
の
高
い
手
段
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
下
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
京
都
議
定
書
の
下
で
各
国
に
割
り
当
て
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
の
排
出
権
を
排
出
主
体
で
あ
る
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三
二
一

事
業
者
に
割
り
当
て
る
。
加
盟
国
は
、
排
出
権
総
量
に
上
限
を
定
め
、
取
引
市
場
を
整
備
す
る
。
上
限
に
対
し
て
排
出
量
が
少
な
い
事
業

者
は
、
そ
の
余
剰
分
に
対
応
す
る
排
出
権
を
市
場
で
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
、
反
対
に
、
上
限
に
対
し
て
排
出
物
が
多
い
事
業
者
は
そ
の

不
足
分
に
相
当
す
る
排
出
権
を
市
場
で
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
仕
組
み
の
基
礎
に
は
、
取
引
対
象
と
さ
れ
る
排
出
権
が
一
定

の
高
値
を
つ
け
、
事
業
者
に
と
っ
て
そ
れ
を
購
入
す
る
よ
り
も
技
術
の
更
新
に
よ
る
排
出
削
減
の
方
が
有
利
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
、
技
術

革
新
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。
ま
た
取
引
市
場
を
用
い
る
こ
と
で
、
規
制
主
体
が
望
ま
し
い
排
出
水
準
を
決
め
、
か
つ
そ
の

正
当
性
を
証
明
す
る
負
担
を
軽
減
で
き
る
。
よ
っ
て
、
排
出
物
削
減
は
、
最
も
低
い
費
用
負
担
で
こ
れ
を
行
い
得
る
こ
と
に
な
る
。
Ｅ
Ｕ

－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
、
多
数
国
間
で
実
施
さ
れ
る
包
括
的
な
排
出
権
取
引
市
場
と
し
て
現
在
世
界
最
大
の
も
の
で
あ
る
。

２　

シ
カ
ゴ
シ
ス
テ
ム

Ａ　

シ
カ
ゴ
条
約
第
一
部
─
国
際
航
空
規
律

①　

シ
カ
ゴ
条
約

国
際
民
間
航
空
条
約
（C
onvention on International C

ivil A
viation, 1944

）、
略
し
て
シ
カ
ゴ
条
約
は
、
現
代
の
国
際
航
空
公
法
規
律

の
源
泉
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
国
際
航
空
の
枠
組
み
は
シ
カ
ゴ
シ
ス
テ
ム
と
称
さ
れ
る
（
26
）

。

シ
カ
ゴ
条
約
は
、
前
文
及
び
九
六
箇
条
か
ら
成
り
、
大
き
く
「
第
一
部　

航
空
（A

ir N
avigation

）」、「
第
二
部　

国
際
民
間
航
空
機

関
（International C

ivil A
viation O

rganization

）」、「
第
三
部　

国
際
航
空
運
送
（International A

ir T
ransport

）」
の
三
部
に
編
成
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
部
は
、
領
空
主
権
（S

overeignty of the A
ir

）
を
確
認
し
、
国
際
航
空
の
基
本
的
規
律
を
定
め
る
も
の
で
あ

る
。
第
二
部
は
、
国
際
航
空
の
安
全
性
の
確
保
及
び
国
際
航
空
秩
序
の
監
視
を
目
的
と
し
た
国
際
航
空
管
理
機
構
を
設
置
す
る
も
の
で
あ



三
二
二

る
。
そ
し
て
第
三
部
は
、
不
定
期
航
空
（charter

）
に
つ
い
て
の
空
の
自
由
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
条
約
は
、
一
九
四
七
年
四
月
に
発
効
し
、
二
〇
一
〇
年
末
現
在
で
一
九
〇
の
当
事
国
を
擁
し
て
い
る
。
同
条
約
が
宣
言
す
る
目
的
は
、

国
際
航
空
運
送
業
務
が
安
全
に
か
つ
整
然
と
発
達
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
そ
れ
が
機
会
均
等
主
義
に
基
づ
い
て
確
立
さ
れ
健
全
か
つ
経
済

的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
国
の
協
力
関
係
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
締
約
国
が
有
す
る
権
利
、
特
権
及
び
従
う
べ
き
規
制
が
条
約

本
体
に
規
定
さ
れ
る
ほ
か
、
技
術
的
な
規
律
は
、
一
八
の
附
属
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
細
則
に
つ
い
て
各
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

シ
カ
ゴ
条
約
に
よ
る
規
制
は
、
国
際
民
間
航
空
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
渡
っ
て
お
り
、
締
約
国
間
の
航
空
実
務
の
統
一
が
、
そ
の

本
質
的
か
つ
一
貫
し
た
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
締
約
国
の
国
内
法
規
制
が
国
際
規
則
と
整
合
的
に
運
用
さ
れ
、
ひ
い
て
は
国
際
航
空
業
務
の

調
和
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
規
則
の
策
定
に
お
い
て
は
締
約
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（
27
）

。

②　

多
国
間
航
空
協
定
と
二
国
間
航
空
協
定

シ
カ
ゴ
条
約
が
沈
黙
す
る
航
空
権
益
に
関
し
て
は
、
多
国
間
航
空
協
定
（m

ultilateral air services agreem
ent

）
と
し
て
、
領
空
通
過

及
び
技
術
着
陸
の
自
由
（
通
過
権
）
を
規
定
し
た
「
国
際
航
空
業
務
通
過
協
定
（International A

ir S
ervices T

ransit A
greem

ent, 1944

）」

の
合
意
の
う
え
に
、
商
業
航
空
権
な
い
し
運
輸
権
（traffi

c rights
）
の
帰
属
は
、
当
事
国
の
交
渉
に
基
づ
く
二
国
間
航
空
協
定
（bilateral 

agreem
ent

）
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
28
）

。

二
国
間
航
空
協
定
の
近
時
の
傾
向
と
し
て
、
各
国
間
で
航
空
運
輸
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
し
て
政
府
の
規
制
を
原
則
と
し
て
廃
止
す
る
、

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
（open skies agreem

ent

）
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
多
年
の
交
渉
の
後
、
二
〇
〇
八
年
に
、
ア
メ
リ

カ
と
Ｅ
Ｕ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
と
各
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
の
間
で
結
ば
れ
て
い
た
従
来
の
二
国
間
協
定
に
か
わ
る
、
こ
の
自
由
化
さ
れ
た
多
国
間
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三
二
三

協
定
に
合
意
し
て
い
る
（
29
）

。

Ｂ　

シ
カ
ゴ
条
約
第
二
部
─
国
際
航
空
管
理
機
構

国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
は
、
シ
カ
ゴ
条
約
第
二
部
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
国
際
航
空
に
関
す
る
国
際
連
合
の
専
門
機
関
で

あ
り
、
シ
カ
ゴ
条
約
の
目
的
を
追
求
し
国
際
民
間
航
空
に
関
す
る
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
を
権
限
と
し
て
い
る
（
30
）

。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
は
、
総
会
（A

ssem
bly

）、
理
事
会
（C

ouncil

）
そ
の
他
の
部
局
で
構
成
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
最
高

機
関
で
あ
る
総
会
に
お
い
て
一
議
決
権
を
有
す
る
（
31
）

。
総
会
に
お
け
る
決
議
要
件
は
単
純
多
数
決
で
あ
る
。
総
会
は
三
年
に
一
度
、
組
織
の

活
動
の
評
価
の
た
め
に
招
集
さ
れ
、
そ
こ
で
選
出
さ
れ
た
理
事
及
び
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
各
部
局
に
事
務
執
行
を
委
任
す
る
。
理
事
会

は
、
三
年
毎
に
選
出
さ
れ
る
三
三
名
の
理
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
常
設
の
執
行
機
関
で
あ
る
（
32
）

。
国
際
民
間
航
空
に
占
め
る
重
要
度
を
考

慮
し
て
決
定
さ
れ
る
国
家
代
表
者
に
、
世
界
の
各
地
域
か
ら
の
代
表
者
が
加
え
ら
れ
て
構
成
さ
れ
る
。
理
事
会
は
、
国
際
航
空
に
関
す
る

規
則
並
び
に
国
際
標
準
及
び
勧
告
方
式
（international standards and recom

m
ended practices 

（S
A

R
P

s

））
を
立
案
し
、
そ
れ
を
シ
カ
ゴ

条
約
の
附
属
書
に
編
入
す
る
権
限
を
有
す
る
。
国
際
標
準
と
は
、
国
際
的
に
統
一
さ
れ
た
適
用
が
国
際
民
間
航
空
の
安
全
又
は
調
和
の
た

め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
締
約
国
が
条
約
に
準
拠
す
べ
き
と
認
め
ら
れ
る
い
ず
れ
か
の
明
細
（specification

）
を
い
う
。
ま
た
勧
告
方
式

と
は
、
国
際
的
に
統
一
さ
れ
た
適
用
が
国
際
民
間
航
空
の
安
全
又
は
調
和
の
た
め
に
望
ま
れ
、
か
つ
締
約
国
が
条
約
に
準
拠
す
る
こ
と
に

努
め
る
べ
き
い
ず
れ
か
の
明
細
を
い
う
（
33
）

。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
は
、
環
境
問
題
に
対
し
て
継
続
的
な
対
応
を
行
っ
て
き
て
い
る
（
34
）

。
一
九
七
二
年
の
総
会
に
お
い
て
、
国
際
航
空
の
運
営
が
環

境
負
荷
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
一
九
八
三
年
に
は
、
民
間
航
空
環
境
問
題
に
関
し
総
会
及
び
理
事
会
に
対
し
て
勧
告
を
行
う
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航
空
環
境
保
護
委
員
会
（C

om
m

ittee on A
viation E

nvironm
ental P

rotection 

（C
A

E
P

））
を
設
置
し
た
（
35
）

。
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｐ
は
、
現
在
も
な
お
、

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
環
境
対
応
の
立
案
と
実
施
に
つ
い
て
基
本
的
な
責
務
を
負
っ
て
い
る
。

「
環
境
保
護
（E

nvironm
ental P

rotection

）」
と
題
さ
れ
る
シ
カ
ゴ
条
約
第
一
六
附
属
書
は
、
航
空
機
の
環
境
性
能
に
関
す
る
国
際
標
準

及
び
勧
告
方
式
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
附
属
書
の
第
一
巻
は
航
空
騒
音
と
そ
の
人
間
環
境
へ
の
影
響
に
対
応
す
る
。
航
空
騒
音

の
有
害
な
影
響
は
、
人
工
密
度
の
高
い
地
域
に
空
港
が
立
地
す
る
こ
と
の
多
い
欧
州
の
構
成
国
に
と
っ
て
と
り
わ
け
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

早
く
か
ら
対
応
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
（
36
）

。
同
附
属
書
の
第
二
巻
は
、
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
排
出
ガ
ス
、
と
り
わ
け
炭
化
水
素
、

一
酸
化
炭
素
、
窒
素
酸
化
物
、
水
蒸
気
へ
の
技
術
的
対
処
を
行
う
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
は
、
気
候
変
動
に
対
す
る
航
空
の
影
響
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
デ
ー
タ
収
集
及
び
報
告
の
方
法
に
関
し
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
援
助
を

求
め
つ
つ
、
航
空
由
来
の
排
出
物
削
減
の
た
め
の
国
際
的
枠
組
み
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
（
37
）

。

Ｃ　

国
際
航
空
紛
争
処
理
制
度

①　

紛
争
処
理
制
度

国
際
民
間
航
空
分
野
に
お
け
る
紛
争
の
当
事
者
は
、
ま
ず
交
渉
を
通
じ
て
解
決
の
道
を
探
る
。
交
渉
が
決
裂
す
る
と
、
次
い
で
当
事
者

は
二
国
間
航
空
協
定
中
の
紛
争
処
理
条
項
を
通
じ
て
解
決
を
導
こ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
通
常
、
シ
カ
ゴ
条
約
に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会

主
導
の
紛
争
処
理
、
又
は
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
の
裁
定
に
基
づ
く
紛
争
処
理
を
規
定
す
る
。

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
と
が
締
結
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
で
は
、
協
定
下
で
発
生
し
た
紛
争
に
つ
い
て
交
渉
が
進
展
し

な
い
間
、
当
事
者
は
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
法
廷
を
通
じ
た
裁
定
に
服
す
る
（
38
）

、
と
さ
れ
る
。
紛
争
解
決
の
た
め
の
コ
ス
ト
に
配
慮
し
、
Ｉ
Ｃ
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Ａ
Ｏ
は
二
国
間
航
空
協
定
に
つ
い
て
の
標
準
仲
裁
条
項
を
設
け
て
お
り
、
交
渉
が
決
裂
し
た
当
事
者
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
斡
旋
に
よ
る
仲
裁

に
従
う
こ
と
に
合
意
す
る
も
の
と
さ
れ
る
（
39
）

。
紛
争
当
事
者
は
原
則
と
し
て
二
国
間
航
空
協
定
の
当
事
国
で
あ
る
が
、
航
空
運
送
事
業
者
、

空
港
等
が
実
質
的
当
事
者
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
裁
判
と
異
な
り
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
シ
カ
ゴ
条
約
自
体
も
、
条
約
又
は
そ
の
附
属
書
の
解
釈
に
関
す
る
当
事
国
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
仕
組
み
を
置
い
て
い
る
（
40
）

。
す

な
わ
ち
、
二
又
は
そ
れ
以
上
の
締
約
国
の
間
で
条
約
又
は
附
属
書
の
解
釈
又
は
適
用
に
つ
い
て
の
不
一
致
が
あ
り
、
交
渉
に
よ
っ
て
解
決

で
き
な
い
場
合
、
理
事
会
が
表
決
を
も
っ
て
こ
れ
を
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
理
事
会
が
行
う
表
決
は
、
勧
告
的
意
義
を
持

つ
に
止
ま
り
、
終
局
的
な
裁
定
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
国
も
臨
時
法
廷
又
は
国
際
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
判
断
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
五
件
が
、
紛
争
解
決
の
た
め
に
理
事
会
に
送
ら
れ
た
事
案
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
41
）

。

終
局
的
裁
定
と
し
て
の
意
義
を
有
し
な
い
理
事
会
の
判
断
が
紛
争
の
結
果
を
実
質
的
に
左
右
す
る
こ
と
は
、
裁
判
を
通
じ
た
公
式
な
紛

争
解
決
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
本
来
は
望
ま
し
く
な
い
（
42
）

。
し
か
し
、
国
際
航
空
運
送
に
お
い
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
管
轄
に

服
そ
う
と
す
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
一
二
件
の
国
際
航
空
紛
争
が
同
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
わ
ず
か
二
件
に

つ
い
て
管
轄
が
肯
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
件
に
つ
い
て
の
み
裁
定
が
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
（
43
）

。
そ
の
国
際
航
空
紛
争
に
お
け
る
存
在
感
は

大
き
く
な
い
と
い
え
る
。

Ⅲ　

航
空
排
出
権
紛
争
─
国
際
環
境
規
制
と
国
際
航
空
規
制
と
の
交
錯

１　

航
空
排
出
権
指
令
の
論
理
と
構
造

国
際
環
境
規
律
と
し
て
の
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、「
共
通
だ
が
差
異
あ
る
責
任
」
原
則
を
も
つ
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
各
航
空
事
業
者
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六

を
一
律
に
扱
う
Ｅ
Ｕ
の
航
空
排
出
権
指
令
は
国
際
的
規
律
に
反
す
る
手
法
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
対
し
て
、
国
際
航
空
規
律
と
し

て
の
シ
カ
ゴ
シ
ス
テ
ム
は
、
機
会
均
等
主
義
な
い
し
非
差
別
主
義
の
原
則
を
も
つ
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
指
令
は
む
し
ろ
国
際
的
規
律
に

合
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
航
空
排
出
権
紛
争
は
、
こ
の
相
反
す
る
レ
ジ
ー
ム
の
衝
突
に
お
い
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
問
題
を
更
に
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
国
際
航
空
分
野
が
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
対
象
か
ら
技
術
的
に
除
外
さ
れ
て
い
る
一
方
、
シ
カ

ゴ
条
約
の
当
事
国
は
各
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
あ
っ
て
Ｅ
Ｕ
自
体
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
当
事
者
関
係
が
不
明
確
な
こ
と
で
あ
る
。
航
空
排

出
権
取
引
指
令
は
、
こ
う
し
て
二
つ
の
枠
組
の
境
界
に
あ
り
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
を
画
す
特
殊
問
題
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
、

本
紛
争
に
お
け
る
理
論
的
な
対
立
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ａ　

航
空
排
出
権
指
令
の
論
理

航
空
排
出
権
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
も
っ
て
京
都
議
定
書
に
お
け
る
国
際
的
約
束
を
履
行
す
る
た
め
の
環
境
対
策
の
一
部

で
あ
る
と
い
う
大
義
名
分
が
あ
る
。
彼
ら
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
産
業
革
命
前
の
水
準
に
比
べ
て
最
大
二
度
の
気
温
上
昇
が
み
ら
れ
…
…
、

こ
の
深
刻
な
事
態
を
踏
ま
え
て
、
Ｅ
Ｕ
が
採
る
べ
き
対
策
と
し
て
、
航
空
分
野
に
手
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
（
44
）

」
と
表
現
し
て
い
る
。
航
空

排
出
物
の
環
境
負
荷
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
政
策
レ
ベ
ル
で
は
世
界
共
通
の
認
識
が
あ
り
、
こ
れ
を
放
置
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張

は
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
は
二
〇
〇
四
年
に
、
国
際
航
空
が
到
達
す
べ
き
環
境
問
題
に

お
け
る
重
要
な
論
点
と
し
て
、
航
空
機
に
由
来
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
気
候
変
動
に
対
す
る
影
響
を
制
限
し
削
減
す
る
こ
と
が
あ
る
（
45
）

、
と

決
議
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
航
空
機
か
ら
の
排
出
物
の
抑
制
は
、
い
わ
ゆ
る
炭
素
税
（carbon tax

）
の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も

あ
る
。
シ
カ
ゴ
条
約
及
び
Ｅ
Ｕ
と
第
三
国
と
の
間
の
航
空
協
定
上
、
免
税
の
慣
習
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
当
事
国
双
方
が
合
意
し
な
い
限
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り
そ
う
し
た
協
定
を
変
更
し
課
税
と
環
境
負
荷
と
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
手
続
的
制
約
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
航
空

の
環
境
負
荷
に
関
し
て
、
市
場
型
削
減
手
段
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
異
論
は
存
し
な
い
。
航
空
排
出
権
指
令
に
抗
議
し
て
い
る
ア
メ

リ
カ
は
、
二
酸
化
硫
黄
（S

O
2

）
の
排
出
権
取
引
制
度
の
先
駆
者
で
あ
り
、
か
つ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
国
際
航
空
に
つ
い
て
の
排
出
権
取
引

の
開
発
を
多
年
に
わ
た
り
援
助
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
、
京
都
議
定
書
が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
割
り
当
て
た
国
際
航
空
排
出
物
の
削
減
の
た
め
の
役
割
を
理
解
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
取
り
組
み
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
引
き
続
き
協
力
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
航
空
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は

国
際
航
空
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
権
限
と
の
抵
触
を
避
け
て
域
内
航
空
を
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
含
め
る
の
み
で
は
、
問
題
の
根
本

的
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
べ
き
手
順
も
踏
ん
で
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
欧
州
議
会
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
が

二
〇
〇
二
年
ま
で
に
排
出
権
取
引
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
採
択
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
排
出
物
削
減
の
た
め
の
手
段
を
講
ず
る
と
決

議
し
（
46
）

、
そ
し
て
更
に
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
第
三
五
回
総
会
を
待
っ
て
、
こ
こ
で
も
目
立
っ
た
成
果
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理

由
に
、
二
〇
〇
五
年
九
月
、
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
航
空
分
野
を
包
摂
す
る
航
空
排
出
権
指
令
案
を
採
択
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｂ　

航
空
排
出
権
指
令
の
構
造

航
空
排
出
権
指
令
は
概
要
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
有
し
て
い
る
（
47
）

。

①　

規
制
対
象

航
空
排
出
権
指
令
に
お
け
る
排
出
規
制
の
名
宛
人
は
、
航
空
機
を
運
航
す
る
航
空
運
航
事
業
者
（
48
）

で
あ
る
。
空
港
の
運
営
者
、
燃
料
供
給

者
、
あ
る
い
は
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
製
造
者
な
ど
も
検
討
さ
れ
た
が
、
航
空
排
出
物
の
管
理
に
つ
い
て
最
大
か
つ
直
接
的
な
関
係
を
持
つ
と
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と
も
に
、
そ
の
削
減
に
つ
い
て
最
も
適
し
た
地
位
に
あ
る
と
し
て
、
運
送
事
業
者
が
選
択
さ
れ
た
。
こ
こ
に
航
空
運
送
事
業
者
と
は
、
同

指
令
第
一
附
属
書
に
列
挙
さ
れ
る
、
運
輸
航
空
事
業
を
当
該
時
点
に
お
い
て
実
施
す
る
者
（operator

）、
又
は
そ
れ
ら
が
不
明
の
場
合
は

航
空
機
を
所
有
す
る
者
（ow

ner

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
路
線
に
就
航
す
る
他
国
の
航
空
運
送
事
業
者
に
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
第
三
国
が
同
様
の
制
度
を
有
し
て
い
る
場
合
、
国
際
交
渉
を
通
じ
て
互
換
性
の
調
整
を
行
う
も
の
と
し
て

お
り
、
指
令
の
一
方
的
な
強
制
そ
れ
自
体
が
目
的
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

②　

規
制
主
体

航
空
排
出
権
指
令
は
、
重
複
規
制
及
び
過
大
な
規
制
負
担
を
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
課
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
又
は
規
制
の
欠
缺

を
生
じ
な
い
よ
う
、
運
用
を
合
理
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
事
業
者
は
第
三
国
の
事
業
者
を
含
め
、
一
つ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
を
管
理
加

盟
国
（A

dm
inistering M

em
ber S

tate
）
と
し
て
、
そ
の
監
督
の
み
に
服
す
る
。
Ｅ
Ｕ
の
事
業
者
に
関
し
て
は
、
そ
の
運
航
証
書
を
請
い

受
け
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
管
理
加
盟
国
と
な
り
、
第
三
国
の
事
業
者
に
関
し
て
は
、
最
も
そ
の
排
出
物
の
影
響
を
強
く
受
け
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

が
管
理
加
盟
国
と
な
る
。

航
空
排
出
権
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
に
対
し
、
二
〇
〇
六
年
一
月
以
降
活
動
す
る
航
空
運
送
事
業
者
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
管
理
加
盟

国
の
リ
ス
ト
を
公
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
同
リ
ス
ト
は
、
航
空
交
通
管
制
を
統
括
す
る
ユ
ー
ロ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（E

uropean 

O
rganisation for the S

afety of A
ir N

avigation 

（E
urocontrol

））
が
、
記
録
飛
行
計
画
に
準
拠
す
る
か
た
ち
で
集
計
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ

き
作
成
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
八
月
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

航
空
機
の
運
航
者
は
、
自
己
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
監
視
及
び
管
理
加
盟
国
の
規
制
当
局
に
対
す
る
毎
年
度
末
に
お
け
る
報
告
書
の

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
報
告
書
は
、
独
立
第
三
者
に
よ
る
検
証
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
る
。
監
視
、
報
告
及
び
検
証
の
手
続
に
つ
い
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て
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
Ｅ
Ｕ
理
事
会
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（
49
）

。

各
加
盟
国
は
管
理
加
盟
国
と
し
て
、
航
空
排
出
権
指
令
に
つ
い
て
国
内
立
法
置
換
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

排
出
権
指
令
は
各
加
盟
国
に
お
け
る
拘
束
力
の
あ
る
措
置
に
よ
っ
て
履
行
が
確
保
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
は
、

そ
う
し
た
国
内
法
に
基
づ
く
規
制
を
充
足
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。
管
理
加
盟
国
の
義
務
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
運
用
は
一

様
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
業
者
間
で
異
な
る
取
り
扱
い
を
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

③　

排
出
権
の
配
分

航
空
排
出
権
指
令
下
で
の
総
排
出
権
は
、
京
都
議
定
書
に
お
け
る
個
々
の
加
盟
国
単
位
の
も
の
と
は
異
な
り
、
Ｅ
Ｕ
全
体
に
つ
い
て
設

定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
航
空
部
門
全
体
の
総
排
出
権
の
上
限
（cap

）
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
Ｅ
Ｕ
に

お
け
る
航
空
部
門
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
平
均
値
を
基
準
と
す
る
既
得
権
方
式
（grandfathering

）
を
基
礎
と
し
、
二
〇
一
二
年

に
つ
い
て
は
そ
の
九
七
％
、
二
〇
一
三
年
以
降
は
そ
の
九
五
％
を
上
限
と
し
て
設
定
さ
れ
る
（
50
）

。
総
排
出
権
の
上
限
に
対
し
て
一
五
％
は
、

競
争
入
札
方
式
（auction

）
に
よ
り
有
償
の
売
買
取
引
の
対
象
と
な
る
。
な
お
、
新
規
参
入
事
業
者
及
び
成
長
が
著
し
い
事
業
者
の
負
担

に
配
慮
し
て
、
排
出
総
量
に
対
し
て
三
％
が
特
別
留
保
分
と
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
二
年
目
以
降
全
体
の
八
二
％
が
、
新
規
参
入
事
業
者

等
を
除
く
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
無
償
で
付
与
さ
れ
る
排
出
権
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
既
得
権
方
式
に
競
争
入
札
方
式
を
組
み
合
わ
せ

る
手
法
は
、
そ
の
収
益
に
よ
っ
て
制
度
運
営
費
用
を
ま
か
な
い
、
そ
し
て
運
航
者
に
よ
り
大
き
な
負
担
を
課
す
こ
と
で
、
効
率
化
を
進
め

る
意
味
を
も
つ
。

各
事
業
者
は
、
基
準
年
（
排
出
権
取
引
実
施
年
度
の
前
々
前
年
）
に
お
け
る
、
有
償
貨
客
輸
送
量
（
ト
ン
・
キ
ロ
ベ
ー
ス
）
を
管
理
加
盟
国

に
報
告
し
、
管
理
加
盟
国
は
こ
の
情
報
を
欧
州
委
員
会
に
提
出
す
る
。
欧
州
委
員
会
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体
の
排
出
量
を
管
理
加
盟
国
か
ら
提
出
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さ
れ
た
全
事
業
者
の
総
輸
送
量
で
除
し
、
輸
送
量
一
ト
ン
キ
ロ
あ
た
り
の
無
償
割
当
排
出
権
単
位
を
算
出
・
決
定
す
る
。
管
理
加
盟
国
政

府
は
管
轄
下
に
あ
る
各
事
業
者
に
対
し
て
、
各
々
の
輸
送
量
を
無
償
割
当
排
出
権
単
位
に
乗
じ
て
得
ら
れ
た
無
償
排
出
権
を
割
当
て
る
。

事
業
者
は
、
毎
年
四
月
末
ま
で
に
、
前
年
一
年
間
の
実
際
の
排
出
量
に
相
当
す
る
排
出
権
を
管
理
加
盟
国
に
引
き
渡
す
こ
と
を
義
務
付

け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
行
わ
な
い
事
業
者
は
罰
金
を
科
さ
れ
る
。
排
出
権
指
令
及
び
加
盟
国
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
義
務
の
不
遵
守
に
つ
い
て
、

事
業
者
は
Ｅ
Ｕ
全
域
に
お
け
る
運
航
停
止
等
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

排
出
権
が
不
足
し
た
事
業
者
は
、
そ
の
分
の
排
出
権
を
他
の
航
空
運
送
事
業
者
か
ら
市
場
を
通
じ
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対

に
、
排
出
権
に
余
剰
の
あ
る
事
業
者
は
、
そ
の
分
の
排
出
権
を
他
の
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
市
場
を
通
じ
て
売
却
で
き
る
。
京
都
議

定
書
の
下
、
一
般
産
業
の
事
業
者
は
排
出
量
を
他
の
産
業
部
門
の
事
業
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
航
空
運
航
事
業
者
は
、
集
計

単
位
を
維
持
す
る
関
係
上
、
航
空
運
航
事
業
者
以
外
に
は
譲
渡
で
き
な
い
。
そ
の
逆
も
然
り
で
あ
る
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
）。
そ
の
結
果
、
航
空

分
野
に
つ
い
て
は
他
の
航
空
運
航
事
業
者
の
余
剰
分
だ
け
が
取
引
の
対
象
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
航
空
分
野
に
お
け
る
排
出
権
の
取
引

価
額
は
他
の
産
業
部
門
の
そ
れ
よ
り
も
高
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

４　

航
空
排
出
権
指
令
の
問
題
性

航
空
排
出
権
指
令
は
、
次
の
よ
う
な
政
治
的
、
経
済
的
、
技
術
的
問
題
性
を
帯
び
、
そ
の
法
的
正
当
性
に
疑
義
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い

る
。Ａ　

政
治
経
済
的
問
題

政
治
的
問
題
の
中
心
は
、
国
際
航
空
の
分
野
に
お
い
て
排
出
量
削
減
の
た
め
の
権
限
を
付
託
さ
れ
る
規
制
実
施
主
体
を
め
ぐ
る
も
の
で
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あ
る
（
51
）

。
航
空
運
送
事
業
者
、
航
空
事
業
者
団
体
、
外
国
政
府
機
関
は
、
Ｅ
Ｕ
が
そ
の
規
制
主
体
と
し
て
適
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
懐
疑
的

で
あ
る
。
彼
ら
は
主
張
す
る
。
国
際
航
空
の
排
出
物
の
気
候
変
動
に
対
す
る
影
響
は
、
全
地
球
的
な
対
処
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
既
存
の
国
際
航
空
規
制
枠
組
に
従
い
、
そ
の
対
策
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
主
導
の
下
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。

排
出
権
指
令
で
国
籍
に
よ
る
区
別
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
Ｅ
Ｕ
に
乗
り
入
れ
る
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
は
障
害
と
な
り
得
る
と
も
指

摘
さ
れ
る
。
途
上
国
は
京
都
議
定
書
で
義
務
を
課
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
航
空
排
出
権
指
令
で
は
義
務
を
課
さ
れ
る
。
加
え
て
、

効
率
性
の
低
い
古
い
機
材
を
使
用
し
、
比
較
的
少
数
の
旅
客
又
は
少
量
の
貨
物
の
み
を
運
び
、
そ
し
て
長
距
離
を
飛
ぶ
と
い
う
特
徴
を
も

つ
そ
れ
ら
の
事
業
者
に
と
っ
て
、
指
令
は
競
争
上
の
足
か
せ
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
新
た
な
南
北
問
題
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
排
出
権
指
令
に
伴
う
コ
ス
ト
増
加
を
原
因
と
し
て
途
上
国
の
事
業
者
が
直
接
就
航
で
き
な
く
な
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
直
行
便
で
飛
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
旅
客
は
、
近
接
の
就
航
国
に
一
旦
渡
っ
て
か
ら
、
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
で
排
出
物
が
不
必
要
に
増
え
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
全
世
界
に
拡
散
す
る
と
い
う
矛
盾
を
生
む
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
は
、
古
い
機
材
を
有
す
る
発
展
途
上
国
が
旧
宗
主
国
に
飛
来
す
る
必
要
性
が
高
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た

国
の
事
業
者
こ
そ
低
二
酸
化
炭
素
の
最
新
の
機
材
に
更
新
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
排
出
権
取
引
の
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
、
影
響
は
極
小
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
国
際
航
空
の
長
期
需
要
は
大
き

く
、
新
た
に
発
生
し
た
費
用
を
顧
客
に
転
嫁
す
る
市
場
の
柔
軟
性
、
又
は
そ
れ
ら
の
企
業
内
吸
収
力
も
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
評

価
は
、
排
出
権
取
引
の
運
用
開
始
に
よ
る
航
空
券
価
格
の
上
昇
に
つ
い
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
で
、
飛
行
距
離
に
応
じ
四
・
六
ユ
ー
ロ
か

ら
三
九
・
六
ユ
ー
ロ
に
止
ま
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
需
要
予
測
に
対
し
て
実
質
的
な
影
響
は
な
い
、
と
結
論
付
け
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
も
ま
た
、
排
出
権
指
令
が
ほ
と
ん
ど
の
航
空
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
不
利
益
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
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と
し
て
、
第
一
に
、
す
べ
て
の
事
業
者
は
平
等
に
扱
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
航
空
事
業
者
は
こ
れ
に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇
分
を
同

じ
割
合
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
顧
客
に
転
嫁
す
る
条
件
も
同
じ
で
あ
る
。
第
二
に
、
制
度
の
管
理
運
用
コ
ス
ト
は
極
端
に
大

き
い
も
の
で
は
な
い
。
同
様
の
測
定
作
業
は
既
に
ど
の
事
業
者
で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
監
視
、
報
告
、
検
証
の
分
だ
け
、
他
の
制
度
よ

り
も
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
と
の
批
判
は
あ
た
ら
な
い
。
間
接
的
な
コ
ス
ト
も
、
各
事
業
者
が
た
だ
一
つ
の
管
理
主
体
に
対
し
て
の
み
手
続

き
を
履
行
す
れ
ば
足
る
と
い
う
、
管
理
加
盟
国
制
度
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
過
大
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
、
と
。

Ｂ　

技
術
的
問
題

航
空
排
出
権
指
令
は
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
の
Ｅ
Ｕ
の
好
み
を
反
映
し
排
出
権
取
引
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
他
の
地
域
に

と
っ
て
は
不
適
切
な
場
合
が
あ
る
と
の
批
判
を
受
け
る
（
52
）

。
こ
の
と
お
り
指
令
は
、
規
制
技
術
的
に
も
幾
つ
か
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
規

制
手
法
の
選
択
、
排
出
権
の
割
当
て
、
強
制
方
法
な
ど
で
あ
る
（
53
）

。

指
令
の
技
術
的
問
題
の
第
一
は
、
国
際
航
空
部
門
に
お
け
る
排
出
物
削
減
の
手
法
と
し
て
排
出
権
取
引
を
強
制
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

排
出
量
の
削
減
に
効
果
が
認
め
ら
れ
る
方
法
は
他
に
も
あ
る
。
代
替
航
空
燃
料
の
使
用
、
飛
行
経
路
の
再
考
、
飛
行
頻
度
の
効
率
性
の
検

証
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。
空
港
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
に
よ
り
、
航
空
機
が
陸
上
に
あ
る
間
の
効
率
性
を
上
げ
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
ま
ず
も
っ
て
行
う
べ
き
は
排
出
物
の
削
減
に
直
接
的
か
つ
経
済
的
に
結
び
つ
く
、
航
空
交
通
管
制
の
合
理
化
で
あ
る
と

主
張
す
る
。
地
上
で
の
タ
ク
シ
ー
と
上
空
で
の
飛
行
パ
タ
ー
ン
の
見
直
し
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
排
出

権
指
令
は
、
航
空
管
制
の
改
良
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
そ
ぐ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
排
出
権
取
引
に
依
存
す

る
こ
と
と
な
り
、
空
間
の
改
善
と
航
空
交
通
管
制
の
非
効
率
に
対
し
て
何
の
責
任
も
動
機
も
も
た
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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問
題
の
第
二
は
、
排
出
権
の
単
位
で
あ
る
。
京
都
議
定
書
に
お
け
る
割
当
量
単
位
（A

ssigned A
m

ount U
nits 

（A
A

U
s

））
は
、
国
際
航

空
を
含
ん
で
い
な
い
。
国
内
航
空
は
京
都
議
定
書
の
適
用
を
受
け
、
議
定
書
締
約
国
は
国
内
航
空
に
つ
い
て
こ
れ
に
管
轄
権
を
委
ね
る
義

務
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
航
空
は
議
定
書
に
基
づ
く
各
国
の
削
減
目
標
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
な
問
題
を
生
じ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
際
航
空
と
他
産
業
と
の
間
で
は
割
当
量
単
位
に
互
換
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
国
際
線
を
運
航
す
る
航
空
運
送
事

業
者
は
排
出
権
の
不
足
を
他
の
航
空
運
送
事
業
者
の
余
剰
分
の
み
か
ら
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

航
空
分
野
へ
の
排
出
権
の
割
当
は
、
す
べ
て
の
事
業
者
間
で
平
等
の
条
件
で
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
籍
に
よ
る
差
異
も
認
め
ら

れ
な
い
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
を
平
等
に
す
る
結
果
、
新
規
参
入
事
業
者
も
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。
排
出
権
指
令
の
制
度
設
計
は
、
こ
の

点
に
つ
い
て
重
大
な
欠
点
を
有
し
て
い
る
、
と
批
判
さ
れ
る
。
排
出
量
の
算
定
と
割
当
て
の
方
法
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六

年
ま
で
の
排
出
平
均
値
を
参
照
す
る
と
い
う
、
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
航
空
事
業
者
に
と
っ
て
有
利
な
既
得
権
型
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

新
規
参
入
な
い
し
成
長
著
し
い
事
業
者
は
そ
の
反
対
に
、
成
長
相
当
分
の
排
出
権
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
許
容
量
の
設

定
以
前
の
産
業
界
又
は
特
定
事
業
者
の
努
力
は
評
価
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
機
材
更
新
を
進
め
て
き
た
事
業
者
ほ
ど
、
削
減
余
地

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
批
判
は
、
競
争
入
札
費
用
が
そ
の
ま
ま
顧
客
に
転
嫁
さ
れ
、
又
は
許
容
量
を
超
え
る
部
分
に

か
か
る
排
出
権
の
追
加
調
達
費
用
が
そ
の
ま
ま
顧
客
に
転
嫁
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
無
償
の
排
出
権
部
分
が
事
業
者
の
差
益
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
コ
ス
ト
負
担
の
信
憑
性
と
い
う
疑
義
を
強
調
す
る
。

Ｃ　

法
律
的
問
題

政
治
的
及
び
技
術
的
な
問
題
の
指
摘
は
、
更
に
法
的
問
題
に
対
す
る
批
判
へ
と
発
展
す
る
（
54
）

。
シ
カ
ゴ
条
約
、
二
国
間
航
空
協
定
な
い
し
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国
際
法
原
則
と
の
関
係
で
、
そ
こ
に
は
大
き
く
、
①
許
容
外
運
航
規
則
該
当
性
、
②
許
容
外
課
金
該
当
性
、
③
許
容
外
域
外
適
用
該
当
性

と
い
う
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①　

許
容
外
運
航
規
則
該
当
性

航
空
排
出
権
指
令
は
、
公
海
上
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
も
規
制
対
象
に
含
め
て
い
る
。
指
令
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
は
、
相
手

国
の
領
域
に
属
す
る
区
間
へ
の
規
制
の
拡
張
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
シ
カ
ゴ
条
約
又
は
二
国
間
航
空
協
定
に
お
い
て

許
容
さ
れ
な
い
、
公
海
上
の
運
航
規
則
に
該
当
す
る
と
主
張
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

シ
カ
ゴ
条
約
一
二
条
は
、
各
締
約
国
の
航
空
機
は
、「
飛
行
及
び
操
作
（flight and m

aneuver

）」
に
関
し
て
被
飛
行
国
の
規
律
に
従
う

も
の
と
し
て
い
る
（
55
）

。
一
方
同
条
は
、
公
海
の
上
部
空
間
に
つ
い
て
は
シ
カ
ゴ
条
約
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
規
律
の
み
が
強
制
力
を
有
す
る

と
し
て
い
る
（
56
）

。
よ
っ
て
、
指
令
は
、
少
な
く
と
も
後
者
の
部
分
に
抵
触
し
、
シ
カ
ゴ
条
約
自
体
が
規
制
権
限
を
留
保
し
て
い
る
範
囲
に
つ

い
て
実
効
的
な
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
米
欧
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
三
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
い
ず
れ
の
当
事
国
も
、
相
手
国
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
航

空
運
送
事
業
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
運
輸
量
、
頻
度
、
及
び
役
務
の
規
律
、
航
空
機
の
型
式
を
一
方
的
に
制
限
し
な
い
も
の
と
す
る
（
57
）

」、

と
。
航
空
排
出
権
指
令
は
、
公
海
上
に
限
ら
ず
、
二
国
間
協
定
で
明
示
さ
れ
た
一
方
的
規
制
の
禁
止
に
抵
触
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
は
、
同
指
令
は
現
行
の
国
際
航
空
の
規
制
枠
組
み
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
と
反
論
す
る
（
58
）

。
シ
カ
ゴ
条
約
及
び
二

国
間
航
空
協
定
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
、
乗
り
入
れ
及
び
出
国
に
関
す
る
条
件
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
条
約
一
条
は
、

各
締
約
国
は
そ
の
領
域
の
上
部
空
間
に
つ
い
て
排
他
的
な
主
権
を
有
す
る
と
し
（
59
）

、
同
六
条
は
、「
い
か
な
る
定
期
航
空
業
務
も
、
上
空
被
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五

通
過
国
の
事
前
の
承
認
及
び
そ
の
指
定
す
る
条
件
を
充
足
せ
ず
に
は
実
施
で
き
な
い
（
60
）

」
と
規
定
す
る
。
同
一
一
条
は
、「
締
約
国
は
当
該

国
を
出
発
国
又
は
到
着
国
と
す
る
国
際
航
空
に
つ
い
て
、
国
籍
に
よ
る
区
別
な
く
か
つ
シ
カ
ゴ
条
約
に
従
う
限
り
に
お
い
て
、
乗
り
入
れ

又
は
出
国
に
関
す
る
要
件
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
61
）

」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
は
、
出
発
地
又
は
到
着

地
を
基
礎
と
し
た
排
出
権
指
令
の
国
際
航
空
へ
の
拡
張
を
正
当
化
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
更
に
、
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
地
理
的
範
囲
の
拡
張
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
排
出
削
減
手
続
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
も
一
致
し
て

い
る
と
主
張
す
る
（
62
）

。
京
都
議
定
書
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
を
通
じ
た
国
際
航
空
排
出
物
の
削
減
の
追
求
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
Ｅ
Ｕ
は
、

二
〇
〇
四
年
九
月
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ－
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｐ
が
Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
関
す
る
法
律
文
書
の
提
出
に
失
敗
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
指
令
案
を
公
表
し

て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
総
会
第
三
五
─
五
号
決
議
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
っ
て
援
助
さ
れ
た
任
意
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
か
、
又
は

締
約
国
の
既
存
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
国
際
航
空
へ
の
拡
張
の
い
ず
れ
か
を
選
択
肢
と
し
て
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
は
、
こ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
も
っ
て
、
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
国
際
航
空
へ
の
拡
張
の
正
当
性
の
根
拠
と
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
加
盟
国
の
過
半
数
が
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の

二
〇
〇
七
年
第
三
六
回
総
会
に
お
い
て
、
双
方
の
合
意
に
よ
る
場
合
を
除
き
各
国
Ｅ
Ｔ
Ｓ
を
域
外
航
空
事
業
者
に
適
用
す
べ
き
で
な
い
と

の
決
議
に
賛
成
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
シ
カ
ゴ
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
排
出
権
取
引
の
よ
う
な
市
場
型
手
段
に
つ
き
事
前
の

双
方
的
合
意
を
義
務
付
け
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
公
式
に
同
議
案
に
留
保
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
Ｅ
Ｕ
の
行
動
は
国
際
公
約
違

反
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
排
出
権
指
令
が
被
乗
り
入
れ
国
と
し
て
正
当
に
行
使
で
き
る
航
空
機
の
運
航
規
則
に
該
当
す
る
か
否
か
で
あ

る
が
、
そ
も
そ
も
シ
カ
ゴ
条
約
は
排
出
権
取
引
と
い
う
新
し
い
規
制
手
法
を
知
ら
ず
に
書
か
れ
て
お
り
、
賛
否
い
ず
れ
の
見
方
を
も
許
容

す
る
か
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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②　

許
容
外
課
金
該
当
性

航
空
排
出
権
指
令
は
、
シ
カ
ゴ
条
約
及
び
二
国
間
航
空
協
定
の
下
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
、
許
容
外
の
課
税
・
課
金
の
問
題
で
あ
る
と
の

批
判
も
受
け
て
い
る
（
63
）

。
す
な
わ
ち
、
排
出
権
取
引
制
度
は
、
航
空
運
送
事
業
者
に
コ
ス
ト
を
負
担
さ
せ
、
そ
の
活
動
に
制
約
を
課
し
て
お

り
、
シ
カ
ゴ
条
約
で
許
容
さ
れ
な
い
、
い
ず
れ
か
の
航
空
施
設
又
は
役
務
の
提
供
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
課
金
に
等
し
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

シ
カ
ゴ
条
約
一
五
条
は
、「
空
港
の
使
用
料
金
そ
の
他
の
使
用
料
金
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
締
約
国
の
航
空
機
に
対
し
て
自
国
機
と
同

様
に
均
等
の
条
件
の
下
に
こ
れ
を
課
す
こ
と
、
及
び
、
い
ず
れ
の
締
約
国
も
他
の
締
約
国
の
航
空
機
又
は
そ
の
航
空
機
上
の
人
若
し
く
は

財
産
が
自
国
の
領
域
上
空
の
通
過
、
同
領
域
へ
の
入
国
又
は
そ
こ
か
ら
の
出
国
を
す
る
権
利
の
み
に
関
し
て
は
、
手
数
料
、
使
用
料
そ
の

他
の
課
金
を
行
わ
な
い
（
64
）

」
と
規
定
す
る
。
排
出
権
指
令
に
つ
い
て
は
、
航
空
運
送
事
業
者
が
課
金
の
対
価
と
し
て
Ｅ
Ｕ
内
の
空
港
の
使
用

等
に
関
す
る
便
益
を
享
受
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
本
規
定
と
の
抵
触
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
シ
カ
ゴ
条
約
二
四
条
は
、「
関
税
義
務
そ
の
他
の
料
金
（custom

s duty and other charges

）」
と
題
し
て
、
締
約
国
が
課
す
こ

と
の
で
き
る
課
税
等
の
対
象
か
ら
、
航
空
燃
料
を
除
外
し
て
い
る
（
65
）

。
そ
の
細
則
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
除
外
に
つ
い

て
、
燃
油
の
輸
入
、
輸
出
、
物
品
課
税
、
取
引
、
消
費
及
び
歳
入
徴
収
に
ま
で
及
ぶ
と
し
て
い
る
（
66
）

。
さ
ら
に
、
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定

一
一
条
は
、
国
際
航
空
燃
油
税
の
相
互
免
除
を
規
定
し
て
い
る
（
67
）

。
そ
こ
で
、
指
令
に
批
判
的
な
立
場
は
、
そ
れ
が
航
空
運
送
事
業
者
の
燃

油
消
費
を
捉
え
て
実
効
的
に
費
用
を
賦
課
す
る
以
上
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
国
際
航
空
へ
の
拡
張
は
シ
カ
ゴ
条
約
又
は
二
国
間
航
空
協
定
の
下
で
は

許
容
外
の
燃
油
課
税
に
帰
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
排
出
権
指
令
そ
れ
自
体
が
、
シ
カ
ゴ
条
約
一
五
条
に
よ
っ
て
禁
じ

ら
れ
る
、
入
国
又
は
出
国
の
み
を
条
件
と
す
る
許
容
外
課
金
と
評
価
さ
れ
る
余
地
も
あ
る
と
す
る
。
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こ
れ
ら
の
指
摘
の
当
否
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
課
税
又
は
課
金
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
に
よ

れ
ば
、
シ
カ
ゴ
条
約
も
二
国
間
航
空
協
定
も
、
近
時
の
発
達
に
か
か
る
排
出
権
取
引
を
念
頭
に
置
い
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
課

税
や
課
金
と
は
同
一
視
で
き
な
い
と
さ
れ
る
（
68
）

。
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
は
、
シ
カ
ゴ
条
約
一
一
条
を
根
拠
に
、
自
ら
の
手
法
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。

同
条
は
、「
締
約
国
の
法
令
で
、
国
際
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
の
当
該
締
約
国
の
領
域
へ
の
入
国
も
し
く
は
そ
こ
か
ら
の
出
国
又
は
同

領
域
内
に
あ
る
間
の
運
航
及
び
航
行
に
関
す
る
も
の
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
国
籍
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
す

べ
て
の
締
約
国
の
航
空
機
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
そ
の
国
の
領
域
へ
の
入
国
も
し
く
は
そ
こ
か
ら
の
出
国
に
あ
た
り
、
ま
た

は
同
領
域
内
に
あ
る
間
、
当
該
航
空
機
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
69
）

」
と
す
る
。
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
、
域
内
に
乗
り
入
れ
る

事
業
者
が
そ
こ
で
強
制
力
を
も
つ
法
令
に
従
う
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
は
主
張
す
る
。
シ
カ
ゴ
一
一
条
は
、

国
家
の
権
限
行
使
に
あ
た
り
差
別
的
な
行
使
を
禁
ず
る
と
い
う
部
分
に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
指
令
は
い
か
な
る
国
も
差

別
的
に
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
、
と
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
一
二
条
は
、「
空
港
、
空
港
環
境
、
航
行
施
設
、
航
空
保
安
施
設
及
び
空
港
施
設
の
使
用
料
は
、
そ
れ

ら
の
提
供
主
体
に
発
生
す
る
合
理
的
な
費
用
を
超
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
70
）

」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
空
港
環
境
と
は
、
空
港

の
施
設
又
は
サ
ー
ビ
ス
と
同
一
視
で
き
る
空
港
に
お
け
る
環
境
影
響
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
排
出
権
指
令
が
規
制
す
る
全
運
航
区
間

に
つ
い
て
の
排
出
物
規
制
と
は
、
規
制
の
局
面
を
異
に
す
る
。
し
か
も
同
協
定
三
条
は
、「
協
定
当
事
者
の
い
ず
れ
も
、
輸
送
量
、
頻
度

も
し
く
は
役
務
の
内
容
、
又
は
航
空
機
の
形
式
を
一
方
的
に
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
関
税
、
技
術
的
要
請
、
運
航
上
の
必
要

性
、
環
境
上
の
理
由
に
基
づ
き
シ
カ
ゴ
条
約
一
五
条
の
規
定
に
従
い
つ
つ
行
わ
れ
る
規
制
は
こ
の
限
り
で
な
い
（
71
）

」
と
す
る
。
シ
カ
ゴ
一
五

条
自
体
の
不
明
確
性
が
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
難
し
く
し
て
い
る
。
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③　

許
容
外
域
外
適
用
該
当
性

航
空
排
出
権
指
令
の
法
律
的
問
題
の
中
心
は
域
外
適
用
、
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
空
港
に
発
着
す
る
す
べ
て
の
フ
ラ
イ
ト
を
Ｅ
Ｕ－

Ｅ

Ｔ
Ｓ
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
当
該
路
線
を
運
航
す
る
外
国
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
国
政
府
の
合
意
を
得
ず
を
一
方
的
規
制

に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
指
令
を
域
外
適
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
当
否
で
あ
る
（
72
）

。
シ
カ
ゴ
条
約
は
、
第
一
条
に
お
い
て
「
締
約
国
は
、
各
国
が

そ
の
領
域
上
の
空
間
に
お
い
て
完
全
且
つ
排
他
的
な
主
権
を
有
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
」
と
し
て
領
空
主
権
を
確
立
し
、
か
つ
第
一
二
条

に
お
い
て
「
…
公
海
の
上
空
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
規
則
は
、
こ
の
条
約
に
基
い
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
73
）

」
と
し
て

航
空
規
則
の
一
般
原
則
を
定
め
る
か
ら
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
国
際
航
空
に
特
殊
的
な
議
論
を
措
い
て
、
域
外
適
用
の
一
般
理
論
を
確
認

し
て
お
く
。

第
三
次
国
際
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（R

estatem
ent 

（3rd

） of F
oreign R

elations L
aw

 of the U
nited S

tates

）
は
、
域
外
適
用
に

関
す
る
現
代
国
際
法
を
要
約
し
た
も
の
と
し
て
参
照
に
値
す
る
（
74
）

。
同
四
〇
二
⑴
⒞
は
規
定
す
る
。「
国
家
は
、
そ
の
領
域
外
で
作
用
し
、

又
は
そ
の
領
域
内
で
実
質
的
に
作
用
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
行
為
を
規
定
す
る
法
に
つ
い
て
、
管
轄
権
を
有
す
る
（
75
）

」
と
。
ま
た
四
〇
三
⑴

条
は
、「
四
〇
二
条
に
基
づ
く
管
轄
権
が
現
実
に
存
在
す
る
場
合
と
い
え
ど
も
、
あ
る
人
又
は
そ
の
活
動
が
他
の
国
家
と
関
係
を
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
不
合
理
と
な
る
場
合
、
国
家
は
あ
る
人
又
は
行
為
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
行
使
で
き
な

い
（
76
）

」
と
す
る
。
四
〇
三
⑵
条
は
、
裁
判
管
轄
の
行
使
の
合
理
性
の
判
断
要
素
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
（
77
）

。

①
規
制
主
体
と
な
る
国
家
の
領
域
に
対
す
る
当
該
活
動
の
関
連
性
。
②
規
制
主
体
と
な
る
国
家
と
規
制
さ
れ
る
活
動
に
つ
い
て
主
と
し

て
責
任
を
有
す
る
人
と
の
間
の
、
国
籍
、
居
住
、
経
済
活
動
等
の
関
連
性
。
③
規
制
さ
れ
る
活
動
の
性
格
、
規
制
さ
れ
る
活
動
の
規
制
す

る
国
家
に
お
け
る
重
要
度
、
他
の
国
家
が
当
該
活
動
に
対
し
て
規
制
す
る
程
度
、
及
び
当
該
規
制
の
一
般
的
な
許
容
度
。
④
当
該
規
制
に
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よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
害
さ
れ
、
又
は
正
当
化
さ
れ
る
例
外
の
存
在
。
⑤
当
該
規
制
の
、
国
際
政
治
的
、
法
的
又
は
経
済
制
度
に
お
け
る
重

要
性
。
⑥
当
該
規
制
の
既
存
の
国
際
的
制
度
と
の
一
致
の
程
度
。
⑦
当
該
活
動
を
規
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
他
の
国
家
が
有
す
る
利
益
の

程
度
。
⑧
他
の
国
家
に
よ
る
規
制
と
の
抵
触
可
能
性
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
国
が
そ
の
主
権
の
地
理
的
範
囲
を
超
え
て
管
轄
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
手
国
の
行
動
が
域

内
で
一
定
の
「
作
用
」
を
生
ん
で
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
論
を
、「
作
用
理
論
（effect 

theory

）」
と
い
う
。
相
手
国
の
す
べ
て
の
行
動
な
い
し
実
行
が
こ
れ
を
主
張
す
る
国
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
。
規
制
を
す

る
国
家
の
領
域
内
及
び
領
域
双
方
に
作
用
し
て
い
る
関
係
で
も
よ
い
。
作
用
理
論
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
国
境
外
で
行
わ
れ
た
責
任
逃
れ

の
行
為
に
対
し
て
独
占
禁
止
法
の
規
制
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
趣
旨
で
、
最
初
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
78
）

。
そ
の
後
、
他
の
法
分
野
に
も

応
用
さ
れ
て
い
く
中
で
、
適
用
範
囲
の
拡
張
の
反
動
と
し
て
、
行
為
者
の
悪
意
及
び
適
用
の
合
理
性
が
要
件
と
し
て
加
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
79
）

。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
こ
れ
を
確
認
し
、「
国
家
は
、
そ
の
作
用
又
は
意
図
し
た
作
用
が
実
質
的
で
、
こ
れ
に
対
す
る
管
轄
権

の
行
使
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
行
使
が
可
能
で
あ
る
（
80
）

」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
合
理
性
は
、
行
為
者
に
対
し
て
地
理
的

管
轄
権
を
有
す
る
国
家
の
法
と
の
抵
触
を
可
及
的
に
避
け
る
た
め
に
、
域
外
適
用
を
行
お
う
と
す
る
国
家
の
管
轄
権
を
制
限
し
よ
う
と
し

た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

右
の
考
え
方
に
従
う
と
、
排
出
権
指
令
の
域
外
適
用
が
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
は
、
国
際
社
会
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
必
要
性
に
つ

い
て
善
意
と
は
い
え
な
い
以
上
、
要
は
そ
れ
が
合
理
的
で
あ
る
か
に
よ
る
（
81
）

。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
判
断
基
準
は
、
大
き
く
規
制

実
施
主
体
の
相
当
性
と
、
規
制
内
容
の
相
当
性
に
集
約
で
き
よ
う
。
そ
の
観
点
か
ら
排
出
権
指
令
の
当
否
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
前
者
に

関
し
て
は
、
公
海
上
で
発
生
し
地
球
全
体
に
影
響
す
る
問
題
に
対
し
、
地
域
的
共
同
体
が
規
制
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
こ
と
の
当
否
が
問
題



三
四
〇

と
な
る
。

全
地
球
規
模
の
問
題
に
対
す
る
行
動
は
多
数
国
間
の
協
調
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
を
一
方
的
、
偏
面
的
な

行
動
を
も
っ
て
対
処
し
よ
う
と
す
る
点
に
、
問
題
が
な
く
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
排
出
権
取
引
の
実
施
に
当
事
国
の
双
方
同
意
を
要
求

し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
総
会
決
議
Ａ
三
六
─
二
二
号
の
承
認
を
留
保
し
て
い
る
も
の
の
、
多
数
決
で
採
択
さ
れ
た
決
議
事
項
が
、
当
該
決
議
事
項

に
反
対
し
た
国
家
に
対
し
て
も
有
効
に
作
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
争
い
の
余
地
は
な
い
。
相
手
国
の
同
意
を
得
な
い
一
方
的
規
制
の
問
題

性
を
、
シ
カ
ゴ
条
約
に
基
づ
く
非
差
別
的
取
扱
い
で
も
っ
て
治
癒
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
自
体
、

国
際
的
な
排
出
権
取
引
の
具
体
的
基
準
を
示
さ
ず
、
締
約
国
に
各
自
排
出
権
取
引
制
度
の
開
発
を
行
う
よ
う
勧
告
し
て
い
る
こ
と
は
、
Ｅ

Ｕ
と
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
と
が
国
際
的
な
環
境
問
題
の
解
決
と
い
う
目
的
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
、
排
出
権
指
令
は
国
際
的
で
普
遍
的
な
制

度
が
構
築
さ
れ
る
過
程
に
お
け
る
一
種
の
共
同
実
験
で
あ
る
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
理
解
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
を
当
然
に
否
定
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

規
制
内
容
の
相
当
性
に
関
し
て
は
、
域
外
適
用
を
も
っ
て
規
制
す
べ
き
程
度
に
国
際
航
空
由
来
の
排
出
物
が
Ｅ
Ｕ
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
か
否
か
が
、
議
論
と
な
り
得
る
。
排
出
権
指
令
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
は
、
航
空
運
送
事
業
者
は
Ｅ
Ｕ
に
就
航
す
る
と
し
て

も
基
本
的
に
公
海
上
を
飛
行
し
て
事
業
を
行
う
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
領
域
に
帰
属
す
る
影
響
の
範
囲
は
限
定
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

Ｅ
Ｕ
は
排
出
規
制
に
か
か
る
権
限
を
有
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
領
域
に
対
す
る
重
大
な
影
響
を
裏
付
け
ら
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
（
82
）

、
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
も
ま
た
、
航
空
部
門
の
排
出
物
が
Ｅ
Ｕ
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
な

い
。
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
規
制
の
不
合
理
性
を
指
摘
し
て
そ
の
管
轄
権
行
使
を
阻
止
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
環
境
問
題
に
関
す
る

域
外
適
用
が
解
釈
困
難
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
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以
上
の
議
論
は
、
越
境
型
環
境
汚
染
に
お
け
る
相
当
因
果
関
係
論
を
地
球
温
暖
化
の
問
題
に
当
て
は
め
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ

も
そ
も
行
為
と
結
果
と
の
個
別
的
な
対
応
関
係
を
観
念
す
る
の
が
困
難
な
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
っ
そ
違
っ
た
考
え
方
を
採

る
余
地
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
京
都
議
定
書
に
基
づ
く
国
別
登
録
簿
に
お
け
る
排
出
権
の
増
減
処
理
を
通
じ
て
、

排
出
物
を
数
値
管
理
す
る
も
の
で
、
領
域
外
に
物
理
的
な
干
渉
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
を
利
用
す
る
排
出
権
指
令

は
、
管
理
加
盟
国
に
所
在
す
る
国
別
登
録
簿
を
規
制
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
域
外
適
用
を
行
っ
て
は
い
な
い
と
の
理
解
も
成
り
立
ち
得
よ

う
。５　

航
空
排
出
権
紛
争

二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
ア
メ
リ
カ
航
空
運
送
協
会
と
ア
メ
リ
カ
の
大
手
航
空
会
社
三
社
は
共
同
で
、
Ｅ
Ｕ
航
空
排
出
権
指
令
を
置
換
し

た
イ
ギ
リ
ス
国
内
法
の
立
法
審
査
を
求
め
、
所
管
庁
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
省
（D

epartm
ent of E

nergy and C
lim

ate 

C
hange

）
を
イ
ギ
リ
ス
高
等
法
院
の
行
政
裁
判
所
に
提
訴
し
た
（
83
）

。
外
国
航
空
運
送
事
業
者
の
公
海
上
で
の
排
出
物
に
対
し
て
排
出
権
取
引

を
強
制
し
規
制
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
法
、
ひ
る
が
え
っ
て
Ｅ
Ｕ
航
空
排
出
権
指
令
は
、
国
際
協
調
に
拠
っ
て
き
た
シ
カ
ゴ
条
約

及
び
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
国
際
民
間
航
空
の
規
制
枠
組
み
を
逸
脱
し
て
お
り
、
二
国
間
航
空
協
定
そ
し
て
国
際
法
原
則
に
も
抵
触
す
る
。
更

に
は
国
際
航
空
分
野
に
お
け
る
排
出
削
減
を
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
主
導
に
委
ね
た
京
都
議
定
書
に
も
抵
触
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
省
に
対
す
る
審
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
高
等

法
院
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
欧
州
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
を
決
定
し
て
お
り
、
訴
訟
当
事
者
は
こ
れ
に
異
議
を
止
め
て
い
な
い
。
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Ⅳ　

航
空
排
出
権
紛
争
と
Ｅ
Ｕ
の
ね
ら
い

１　

航
空
排
出
権
紛
争
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

右
の
と
お
り
、
航
空
排
出
権
指
令
の
論
理
と
そ
の
政
治
経
済
的
な
い
し
法
的
な
問
題
性
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
紛
争
が
主
と
し
て
シ
カ

ゴ
条
約
の
解
釈
を
め
ぐ
る
衝
突
と
し
て
表
れ
、
同
条
約
の
不
明
確
性
か
ら
、
当
事
者
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
規
定
を
批
判
し
あ
い
、
あ
る
い
は

自
ら
の
根
拠
に
す
る
と
い
う
循
環
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

法
的
問
題
の
核
心
は
、
排
出
権
指
令
の
域
外
適
用
が
シ
カ
ゴ
条
約
違
反
に
あ
た
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
来
的
に
、
政
府

で
あ
る
か
航
空
運
送
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
権
利
侵
害
を
主
張
す
る
当
事
者
は
、
シ
カ
ゴ
条
約
の
締
約
国
と
し
て
、
同
条
約
八
四

条
に
基
づ
く
異
議
申
し
立
て
手
続
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
両
当
事
者
の
認
識
が
一
致
を
み
な
か
っ
た
場
合
は
、
国
際
司
法

裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
国
間
協
定
の
規
定
に
従
い
、
協
定
の
解
釈
及
び
適
用
に
関
し
て
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会
に
異
議
を
申
し

立
て
る
こ
と
も
で
き
る
（
84
）

。
両
当
事
者
の
認
識
が
一
致
を
み
な
か
っ
た
場
合
は
、
二
国
間
航
空
協
定
に
従
い
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
仲
裁
に
移
行
す
る
（
85
）

。

と
こ
ろ
が
今
回
、
ア
メ
リ
カ
系
航
空
運
送
事
業
者
及
び
事
業
者
団
体
は
、
こ
の
い
ず
れ
に
も
拠
る
こ
と
な
く
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
裁
定

に
期
待
し
た
。
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会
が
、
仲
裁
的
権
能
を
国
際
航
空
環
境
問
題
で
あ
る
今
回
の
航
空
排
出
権
紛
争
に
つ
い
て
行
使
す
る
の
は
当
然
で
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
航
空
排
出
権
指
令
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
強
硬
な
態
度
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
指
導
力
の
欠
如
の
裏
返
し
と
い
え
、
本

件
に
限
っ
て
と
く
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会
が
第
三
者
的
立
場
で
仲
裁
な
い
し
裁
定
を
行
う
の
は
不
向
き
と
い
え
る
。
こ
の
点
、
二
国
間
協

定
を
通
じ
た
救
済
、
す
な
わ
ち
両
当
事
者
の
態
度
が
平
行
線
を
辿
っ
た
場
合
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
仲
裁
で
も
、
シ
カ
ゴ
条
約
八
四
条
を
通
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じ
た
解
決
と
同
じ
壁
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
終
局
的
裁
定
を
求
め
て
は
ど
う
か
。
し
か
し
、
国
際
司
法
裁
判
所

は
、
国
家
間
の
法
的
紛
争
処
理
を
行
う
機
関
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
複
数
の
航
空
紛
争
事
例
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
そ
の
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
決
し
て
大
き
く
な
い
。
航
空
排
出
権
指
令
が
巧
妙
で
あ
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
と
い
う
シ
カ
ゴ
条
約
の
当

事
関
係
を
も
た
な
い
地
域
的
共
同
体
が
主
導
し
、
管
理
加
盟
国
を
通
じ
て
民
間
の
各
航
空
運
送
事
業
者
に
規
制
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
、
そ

し
て
そ
れ
が
、
京
都
議
定
書
の
対
象
外
で
あ
る
国
際
航
空
由
来
の
排
出
物
を
対
象
と
す
る
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
国
際
司
法
裁
判
所
の

管
轄
権
が
否
定
さ
れ
る
要
素
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
本
質
的
解
決
が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
多
国
間
の
協
調
的
枠
組
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
Ｅ
Ｕ
も
否
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
多
数
国
間
の
取
り
組
み
は
効
果
が
大
き
い
反
面
、
現
実
に
は
ま
と
ま
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
（
86
）

。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
で
は
単
純

多
数
決
に
よ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
が
要
求
さ
れ
、
そ
こ
で
は
途
上
国
の
利
害
が
強
く
反
映
さ
れ
る
。
今
回
の
排
出
権
指
令
自
体
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｏ
主
導
に
よ
る
排
出
権
取
引
制
度
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
に
、
Ｅ
Ｕ
が
苛
立
っ
て
行
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
実
際
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
は
、

こ
れ
ま
で
多
年
に
わ
た
り
航
空
排
出
ガ
ス
の
削
減
手
法
を
検
討
し
て
き
た
が
、
未
だ
Ｅ
Ｕ
の
航
空
排
出
権
指
令
の
挑
戦
を
受
け
て
立
つ
ほ

ど
の
具
体
的
成
果
を
生
み
出
せ
て
い
な
い
。

２　

航
空
排
出
権
紛
争
の
行
方

Ｅ
Ｕ
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
主
導
の
下
、
二
〇
〇
六
年
、
航
空
排
出
権
指
令
の
提
案
の
た
め
に
、
そ
し
て
欧
州
議
会
、
閣
僚
理
事
会
で
の
採

決
に
備
え
て
、
詳
細
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
ん
だ
リ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
た
（
87
）

。
そ
こ
で
、
政
治
経
済
的
な
批
判
の
可
能
性
、
シ
カ

ゴ
条
約
の
解
釈
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
の
紛
争
化
の
予
測
、
そ
の
先
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
の
方
向
性
ま
で
、
予
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め
徹
底
的
に
分
析
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
周
到
に
シ
ナ
リ
オ
が
練
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
そ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る

の
は
、
次
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

航
空
排
出
権
指
令
が
、
域
内
航
空
だ
け
を
対
象
に
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
域
内
航
空
と
Ｅ
Ｕ
発
着
国
際
航
空
に
お
け
る
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
割
合
は
四
対
六
で
あ
っ
て
、
気
候
変
動
対
策
と
い
う
趣
旨
か
ら
し
て
、
排
出
権
取
引
に
後
者
を
組
み
入
れ
な
い
訳
に

は
い
か
な
い
。
京
都
議
定
書
の
射
程
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
当
初
か
ら
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
航
空
事
業
者
が
就
航
す
る
国

際
路
線
の
み
に
適
用
す
る
と
い
う
方
法
が
理
論
上
な
い
わ
け
で
な
い
が
、
そ
れ
は
Ｅ
Ｕ
事
業
者
の
み
に
環
境
対
策
費
用
を
負
担
さ
せ
る
こ

と
で
彼
ら
の
国
際
競
争
力
を
削
ぐ
だ
け
で
な
く
、
シ
カ
ゴ
条
約
一
一
条
が
禁
ず
る
差
別
的
取
扱
い
と
し
て
直
接
的
に
国
際
法
に
抵
触
す
る

こ
と
と
な
り
、
選
択
で
き
な
い
。

気
候
変
動
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
他
の
手
段
で
は
な
く
排
出
権
取
引
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
に
も
、
説
明
が
つ
く
。
環
境
税
は
、
二
酸
化

炭
素
削
減
の
直
接
的
な
誘
引
と
は
な
ら
ず
、
か
つ
一
方
的
手
段
に
よ
っ
て
課
金
す
る
こ
と
は
シ
カ
ゴ
条
約
一
五
条
に
明
示
的
に
抵
触
す
る

た
め
、
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
航
空
交
通
管
制
の
合
理
化
、
代
替
燃
料
へ
の
転
換
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
と
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
が

協
力
し
て
既
に
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
を
主
題
と
す
る
意
義
も
乏
し
い
。
そ
も
そ
も
Ｅ
Ｕ
は
包
括
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
気
候
変
動
へ
実
効
的
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
排
出
権
取
引
を
も
っ
て
他
の
削
減
手
段
を
排
除
す
る
意
図
な
ど
な
い
。

排
出
主
体
で
あ
る
航
空
運
送
事
業
者
に
速
や
か
に
効
率
化
、
機
材
更
新
を
動
機
付
け
る
排
出
権
取
引
制
度
に
、
気
候
変
動
対
策
の
推
進
役

と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
最
大
か
つ
包
括
的
な
排
出
権
取
引
市
場
を
既
に
稼
働
さ
せ
て
い
る
現
状
で
、
Ｅ
Ｕ
は
そ
の

自
信
と
と
も
に
炭
素
市
場
に
お
け
る
覇
権
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

技
術
的
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
も
、
Ｅ
Ｕ
は
当
初
か
ら
批
判
を
覚
悟
し
て
い
た
。
既
得
権
方
式
の
排
出
量
割
り
当
て
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も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
レ
ガ
シ
ー
キ
ャ
リ
ア
を
多
く
抱
え
る
Ｅ
Ｕ
が
、
排
出
権
取
引
に
航
空
部
門
を
組
み
入
れ
る
た
め
の
域
内
の
意
思

統
一
の
観
点
か
ら
、
最
短
距
離
で
か
つ
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
。
競
争
入
札
方
式
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
事
業
者
の
負
担
増
大
の
批
判
な

ど
、
彼
ら
の
ね
ら
い
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
産
業
規
模
が
拡
大
す
る
な
か
で
あ
え
て
ク
ロ
ー
ズ
方
式
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
実
施
さ
れ
る

排
出
権
取
引
に
お
い
て
莫
大
な
入
札
益
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
を
技
術
革
新
の
た
め
の
資
金
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
場
を
通
じ
た

排
出
権
購
入
が
高
く
つ
く
こ
と
で
、
経
済
合
理
原
則
に
基
づ
き
事
業
者
が
機
材
更
新
を
急
ぐ
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

航
空
排
出
権
指
令
に
よ
り
、
関
係
主
体
が
不
満
を
つ
の
ら
せ
、
批
判
的
対
応
に
出
て
紛
争
化
す
る
こ
と
は
最
初
か
ら
織
り
込
み
済
み
で

あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
自
身
、
そ
の
一
方
的
手
法
の
法
的
正
当
性
を
確
信
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
が
、
簡
単
に
は
結
論
の

で
な
い
複
雑
な
論
理
構
造
を
有
し
て
い
る
だ
け
に
、
問
題
提
起
に
よ
っ
て
国
際
的
な
議
論
を
活
発
に
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
国
際
航
空
部

門
を
排
出
権
取
引
の
範
疇
に
組
み
入
れ
る
べ
き
こ
と
は
国
際
的
共
通
認
識
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会
に
紛
争
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
し
て
、

理
事
会
が
Ｅ
Ｕ
指
令
の
域
外
適
用
を
否
定
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
自
己
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
紛
争
解
決
が
持
ち
込
ま
れ
た
時
点
で
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
逃
げ
道
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
航

空
排
出
権
問
題
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
自
身
が
実
際
上
の
当
事
者
で
あ
り
、
中
立
的
な
立
場
で
理
事
会
表
決
を
な
し
得
る
わ
け
で
は
な
い
。

シ
カ
ゴ
条
約
の
解
釈
、
そ
し
て
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
権
限
と
の
整
合
性
を
吟
味
し
て
も
、
国
際
法
上
、
Ｅ
Ｕ
の
行
為
の
違
法
性
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。
し
か
も
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会
の
裁
定
は
、
終
局
的
で
は
な
い
た
め
、

国
際
司
法
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
ま
で
、
あ
る
い
は
そ
の
裁
定
が
下
さ
れ
る
ま
で
に
指
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
国
際

的
規
律
の
策
定
と
実
施
を
促
す
圧
力
を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
国
家
間
紛
争
の
解
決
機
関
で

あ
り
、
そ
の
管
轄
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
は
む
し
ろ
高
い
と
い
う
読
み
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
、
航
空
排
出
権
紛
争
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が
欧
州
司
法
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
自
然
な
な
り
ゆ
き
と
さ
え
思
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
同
裁
判
所
へ
の
付
託
に

異
議
を
止
め
な
か
っ
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の
自
信
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

ク
ロ
ー
ズ
型
、
セ
ク
タ
ー
別
の
排
出
量
管
理
（
88
）

を
、
国
際
機
関
が
統
一
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
市
場
型
規
制
の
効
果
は
最
適
化
さ
れ

る
。
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
議
論
は
そ
の
方
向
性
に
進
む
可
能
性
が
あ
り
、
昨
今
で
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
は
そ
の
先
陣
を
切
る
と
い
う
強
い
誘

引
も
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
の
航
空
排
出
権
指
令
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
国
際
排
出
権
取
引
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
実
に
稼
働
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
そ
の
主
要
市
場
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｏ
は
第
三
七
回
総
会
に
お
い
て
、
二
〇
一
三
年
の
次
回
総
会
ま
で
に
そ
れ
を
実
現
す
る
と
決
議
し
て
お
り
、
そ
の
公
約
が
果
た
さ
れ

る
と
き
、
Ｅ
Ｕ
の
戦
略
上
の
勝
利
が
明
ら
か
と
な
る
。

Ⅴ　

結　

語

世
界
は
Ｅ
Ｕ
航
空
排
出
権
指
令
が
巻
き
起
こ
し
た
紛
争
の
帰
趨
に
注
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
シ
カ
ゴ
条
約
の
解
釈
上
、

Ｅ
Ｕ
は
不
利
で
あ
る
と
の
予
想
を
抱
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
Ｅ
Ｕ
が
提
起
し
た
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
を
通

じ
た
国
際
的
規
律
の
樹
立
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
を
募
ら
せ
、
政
治
的
な
解
決
に
向
け
た
作
業
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
シ
ナ
リ

オ
は
Ｅ
Ｕ
が
用
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
あ
え
て
火
中
の
栗
を
拾
お
う
と
し
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
ポ
ス
ト
京

都
議
定
書
」
の
議
論
と
連
動
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
国
際
航
空
排
出
権
取
引
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
作
成
を
急
が
せ
、
世
界
初
の
セ
ク
タ
ー
包
括
的

国
際
排
出
権
取
引
レ
ジ
ー
ム
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
は
、
気
候
変
動
へ
の

対
抗
措
置
を
全
世
界
的
な
規
模
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
排
出
権
市
場
の
覇
権
も
握
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
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間
の
紛
争
か
ら
何
も
失
う
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

付　

記

本
稿
脱
稿
後
の
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
一
日
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
航
空
排
出
権
指
令
の
国
際
条
約
等
へ
の
抵
触
を
完
全
否
定
す
る
、

Ｅ
Ｕ
全
面
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
。
そ
の
意
義
の
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

（
１
）	Intergovernm

ental P
anel on C

lim
ate C

hange 

［hereinafter “IP
C

C
”

］, A
viation and the G

lobal A
tm

osphere: S
um

m
ary for 

P
olicy M

akers, at 3 

（1999

）.

（
２
）	IP

C
C

, supra note 1, at 6; G
. T

. B
lum

enthal ed., A
viation and C

lim
ate C

hange 12 

（2010

）.

（
３
）	J. V

eno, F
lying the U

nfriendly S
kies: the E

uropean U
nion ’s N

ew
 P

roposal to Include A
viation in T

heir E
m

issions T
rading 

S
chem

e, 72 J. A
ir L

. &
 C

om
. 659 

（2007
）.

（
４
）	D

. B
. R

eagan, P
utting International A

viation into the E
uropean U

nion E
m

issions T
rading S

chem
e: C

an E
urope D

o It 

F
lying S

olo?, 35 B
. C

. E
nvtl. A

ff. L
. R

ev. 350 
（2008

）. 

こ
こ
で
、
排
出
権
取
引
制
度
の
理
論
的
背
景
を
確
認
し
て
お
く
。C

O
2

な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
は
、
環
境
経
済
学
に
お
い
て
は
負
の
公
共
財
（
悪
影
響
を
及
ぼ
す
財
で
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
人
が
増
え
て
も
影
響
の
効
果
は
変
わ
ら

ず
、
誰
も
影
響
が
及
ぶ
の
を
免
れ
な
い
性
質
を
も
つ
も
の
）
と
さ
れ
、
財
の
提
供
者
は
他
者
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
者

の
受
け
る
被
害
に
つ
い
て
感
知
せ
ず
、
対
策
を
講
ぜ
ず
に
放
置
す
る
と
、
一
般
に
、
社
会
的
に
適
正
な
規
模
を
超
え
て
過
大
に
供
給
さ
れ
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
か
ら
、
排
出
量
の
上
限
値
の
設
定
や
課
税
に
よ
る
抑
制
な
ど
、
政
策
的
な
対
応
が
な
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る

cap &
 trade

方
式
の
排
出
権
取
引
は
こ
う
し
た
政
策
的
対
応
の
一
つ
で
あ
る
。
理
論
上
は
、
社
会
的
に
最
適
な
規
模
に
排
出
量
の
上
限
値
（cap

）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
排
出
者
に
初
期
配
分
し
た
う
え
で
、
一
単
位
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
の
に
必
要
な
費
用
、
す
な
わ
ち



三
四
八

限
界
削
減
費
用
が
異
な
る
複
数
の
排
出
者
の
間
で
排
出
権
の
自
由
な
取
引
（trade

）
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
限
界
削
減
費
用
が
排
出
間
で
均

一
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
均
衡
す
る
た
め
、
社
会
的
に
最
適
な
規
模
に
向
け
た
排
出
量
の
削
減
を
、
最
小
の
コ
ス
ト
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
限

界
削
減
費
用
が
不
均
一
の
場
合
に
は
、
限
界
削
減
費
用
の
高
い
排
出
者
の
削
減
量
を
減
ら
し
、
限
界
削
減
費
用
の
低
い
排
出
者
の
削
減
量
を
増
や
す

よ
う
に
排
出
権
の
取
引
を
す
る
こ
と
で
、
同
じ
削
減
量
で
も
総
削
減
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
取
引
を
通
じ
た
こ
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
各
々
の
限
界
削
減
費
用
が
等
し
く
な
る
ま
で
続
け
る
こ
と
で
、
最
小
の
総
削
減
コ
ス
ト
を
達
成
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
（
岡
野
ま
さ

子
・
日
原
勝
也
・
鈴
木
真
二
「
国
際
民
間
航
空
と
環
境
問
題
─
排
出
権
取
引
制
度
と
航
空
（
そ
の
一
）」
日
本
航
空
宇
宙
学
会
誌
五
八
巻
（
二
〇
一
〇

年
）
二
四
二
頁
。）。

（
５
）	K

yoto P
rotocol to the U

nited N
ations F

ram
ew

ork C
onvention on C

lim
ate C

hange 

［hereinafter “K
yoto P

rotocol ”

］, art. 3, 

D
ec. 10, 1997, 37 I.L

.M
. 22; D

. F
reestone &

 C
. S

treck eds., L
egal A

spects of Im
plem

enting the K
yoto P

rotocol M
echanism

s 9 

（2005

）.

（
６
）	C

ouncil D
irective 03/87, 2003 O

.J. 

（L
 275

） 32 

（E
C

） ［hereinafter “E
U

-E
T

S
”

］; C
. C

arlarne, C
lim

ate C
hange P

olicies an 

O
cean A

part: U
nited S

tates and E
uropean U

nion C
lim

ate C
hange P

olicies C
om

pared, 14 P
enn. S

t. E
nvtl. L

. R
ev. 464 

（2006

）.

（
７
）	C

om
m

ission P
roposal for a D

irective of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil A
m

ending D
irective 2003/87/E

C
, 

C
O

M
 

（2006

） 818 final 

（D
ec. 20, 2006

）.

（
８
）	C

om
m

unication from
 the C

om
m

ission to the C
ouncil, the E

uropean P
arliam

ent, the E
uropean E

conom
ic and S

ocial 

C
om

m
ittee and the C

om
m

ittee of the R
egions: R

educing the C
lim

ate C
hange Im

pact of A
viation, at 2, C

O
M

 

（2005

） 459 final 

（S
ept. 27, 2005

）; R
eagan, supra note 4, at 351.

（
９
）	M
. P

illing &
 J. T

hom
pson, C

arbonstorm
, A

irline B
usiness, Jan. 22, 2007.

（
10
）	R

eagan, supra note 4, at 351.

（
11
）	T

he A
ir T

ransport A
ssociation of A

m
erica, et al. v. T

he S
ecretary of S

tate for E
nergy and C

lim
ate C

hange, C
-366/10 

（22 

July, 2010

）.
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（
12
）	Intergovernm

ental P
anel on C

lim
ate C

hange, C
lim

ate C
hange 2007: T

he P
hysical S

cience B
asis at 211 

（2007

）; V
eno, 

supra note 3, at 662.
（
13
）	U

. S
teppler &

 A
. K

lingm
üller, E

U
 E

m
issions T

rading S
chem

e and A
viation, at ix 

（2010

）; V
eno, supra note 3, at 663; 

山
本

隆
三
「
排
出
権
取
引
制
度
と
航
空
輸
送
」A

IR
 F

O
R

U
M

 

二
〇
〇
八
年
夏
季
号
三
頁
。

（
14
）	S

. G
össling &

 P
. U

pham
, C

lim
ate C

hange and A
viation 3 

（2009

）; V
eno, supra note 3, at 663.

（
15
）	U

nited N
ations F

ram
ew

ork C
onvention on C

lim
ate C

hange 

［hereinafter “U
N

F
C

C
C

”

］, art. 2, M
ay 9, 1992, S

. T
reaty D

oc. 

N
o.102-38, 1771 U

.N
.T

.S
. 107.

（
16
）	U

N
F

C
C

C
, arts. 3 and 4.

（
17
）	K

yoto P
rotocol, arts. 2 and 3.

（
18
）	Id. A

nnex A
.

（
19
）	C

. C
arothers, U

nited W
e S

tand: T
he Interstate C

om
pact as a T

ool for E
ffecting C

lim
ate C

hange, 41 G
a. L

. R
ev. 256 

（2006

）.

（
20
）	F

reestone &
 S

treck, supra note 5, at 11-13; 

太
田
穣
「
京
都
議
定
書
と
排
出
権
」
自
由
と
正
義
六
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
九
頁
。

（
21
）	K

yoto P
rotocol, art. 12; F

reestone &
 S

treck, supra note 5, at 13.

（
22
）	K

yoto P
rotocol, art. 6; F

reestone &
 S

treck, supra note 5, at 12.

（
23
）	K

yoto P
rotocol, art. 17; F

reestone &
 S

treck, supra note 5, at 15. 

（
24
）	V

eno, supra note 3, at 670. 

現
在
、
排
出
権
取
引
に
つ
い
て
欧
州
が
世
界
の
先
頭
を
切
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
過
去
に
お
い

て
欧
州
は
む
し
ろ
こ
れ
に
消
極
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
そ
れ
は
排
出
権
取
引
が
「
汚
染
す
る
権
利
（license to pollute

）」
捉
え
か
ね
な
い
と
の
認

識
に
よ
る
も
の
で
あ
り
（C

. E
genhofer, T

he M
aking of the E

U
 E

m
issions T

rading S
chem

e: S
tatus, P

rospects and Im
plications 

for B
usiness, 25 E

ur. M
an. J. 453-463 

（2007

）; 

岡
野
ほ
か
前
掲
注（
４
）二
四
二
頁
）、
実
際
、
排
出
権
取
引
制
度
が
最
初
に
用
い
ら
れ
た
の

は
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
同
国
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
権
取
引
が
実
際
さ
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
のC

lean A
ir 
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A
ct A

m
endm

ents

で
具
体
的
な
削
減
目
標
が
設
定
さ
れ
た
の
を
機
に
利
用
が
本
格
化
し
、
一
九
九
五
年
か
ら
は
環
境
負
荷
の
極
め
て
大
き
い
硫
黄

酸
化
物
（S

O
2

）
の
取
引
で
成
果
を
上
げ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
Ｅ
Ｕ－

Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
範
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
と

と
も
に
一
九
九
二
年
に
欧
州
委
員
会
が
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
税
法
案
を
提
出
し
た
が
欧
州
議
会
で
の
採
択
に
失
敗
し
、
産
業
界
の
自
主
規
制
等
の
試

み
も
成
果
を
生
め
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
京
都
議
定
書
で
認
知
度
を
高
め
た
排
出
権
取
引
制
度
に
、
期
待
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

（
25
）	Z

. J. B
. P

later et al., E
nvironm

ental L
aw

 and P
olicy: N

ature, L
aw

, and S
ociety 587 

（2d ed. 2008

）; A
. B

ow
s, K

. A
nderson 

&
 P

. U
pham

, A
viation and C

lim
ate C

hange 45 

（2009

）.

（
26
）	C

onvention on International C
ivil A

viation, A
pr. 4, 1947, T

.I.A
.S

. N
o.1591, 15 U

.N
.T

.S
. 295 

［hereinafter “C
hicago 

C
onvention ”

］; R
. I. R

. A
beyratne, L

egal and R
egulatory Issues in International A

viation 9 

（1996

）.

（
27
）	A

beyratne, supra note 26, at 15-17; R
eagan, supra note 4, at 353.

（
28
）	L

issitzyn, F
reedom

 of the A
ir: S

cheduled and N
on-S

cheduled A
ir S

ervices, 

（E
.M

cW
inney &

 M
.A

.B
radley eds.

） T
he 

F
reedom

s of the A
ir 90-91 

（1968

）; I. H
. P

h. D
iederiks-V

erschoor, A
n Introduction to A

ir L
aw

 53, 65 

（7th ed., 2001

）; 

吉
永
榮

助
＝
坂
本
昭
雄
『
最
新
国
際
航
空
法
要
論
（
改
訂
増
補
版
）』（
有
信
堂
、
一
九
七
六
年
）。
そ
の
嚆
矢
は
、
英
米
間
の
一
九
四
六
年
の
バ
ミ
ュ
ー
ダ

協
定
（B

erm
uda A

greem
ent

）
で
あ
る
。
同
協
定
で
は
、
次
の
二
点
に
お
い
て
重
要
な
妥
協
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
主

張
を
容
れ
て
、
両
国
航
空
企
業
が
運
営
す
べ
き
航
空
路
線
を
そ
れ
ぞ
れ
特
定
し
、
そ
の
路
線
上
で
指
定
さ
れ
た
航
空
企
業
に
限
っ
て
商
業
航
空
権
を

利
用
し
た
航
空
業
務
の
運
営
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
航
空
業
務
の
運
営
に
関
連
し
て
適
用
さ
れ
る
航
空
運
賃
及
び
賃
率
は
、
航
空
運
送

事
業
者
団
体
で
あ
る
国
際
航
空
運
送
協
会
（International A

ir T
ransport A

ssociation 

（IA
T

A

））
の
運
賃
決
定
機
関
を
通
じ
て
両
国
航
空
企

業
が
合
意
し
、
か
つ
両
国
の
航
空
当
局
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
相
手
国
と
第
三
国
と
の
間
の
運
輸

権
た
る
以
遠
権
（beyond right

）、
す
な
わ
ち
第
五
の
自
由
を
無
制
限
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
主
張
は
、
当
事
国
が
そ
れ
ぞ

れ
に
運
営
路
線
を
特
定
し
、
航
空
企
業
の
指
定
を
行
い
、
か
つ
当
該
航
空
企
業
の
輸
送
力
に
つ
い
て
の
抽
象
的
な
原
則
的
に
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
修
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
航
空
機
の
種
類
及
び
運
航
便
数
な
ど
の
輸
送
力
規
制
を
意
図
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
譲
歩
を
引
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一

き
出
し
、
運
営
路
線
の
特
定
と
輸
送
力
に
関
す
る
「
抽
象
的
な
」
原
則
を
設
定
す
る
に
止
め
、
輸
送
力
の
事
後
審
査
主
義
（ex-post facto 

review

）
を
第
五
の
自
由
に
か
か
る
運
送
に
つ
い
て
ま
で
容
認
さ
せ
た
。
バ
ミ
ュ
ー
ダ
協
定
は
、
米
英
勢
力
対
立
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
た
め
、

商
業
航
空
の
根
幹
と
も
い
え
る
輸
送
力
に
つ
い
て
の
不
明
確
さ
を
蔵
し
て
い
た
が
、
航
空
二
大
国
間
の
合
意
と
し
て
そ
れ
は
そ
れ
で
権
威
を
持
ち
、

以
後
こ
れ
を
範
と
し
た
二
国
間
航
空
協
定
（bilateral air services agreem

ent

）
が
各
国
間
で
数
多
く
締
結
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
つ

ま
り
国
際
社
会
は
、
シ
カ
ゴ
条
約
六
条
に
お
け
る
、
い
か
な
る
国
際
定
期
航
空
サ
ー
ビ
ス
も
、
相
手
国
の
事
前
の
合
意
な
く
し
て
実
施
で
き
な
い
と

の
原
則
の
下
、
各
国
政
府
は
二
国
間
航
空
協
定
を
通
じ
て
経
済
的
権
利
を
、
交
渉
に
よ
っ
て
交
換
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
参
入
航
空
企
業

の
指
定
の
ほ
か
、
ル
ー
ト
、
輸
送
力
、
運
賃
、
競
争
条
件
、
安
全
規
制
、
紛
争
解
決
の
方
法
が
二
国
間
協
定
で
規
定
さ
れ
る
。

（
29
）	O

pen S
kies A

greem
ent betw

een the U
nited S

tates 

（U
S

） G
overnm

ent and the E
uropean U

nion 

（E
U

） ［hereinafter “O
pen 

S
kies A

greem
ent ”

］

（
30
）	C

hicago C
onvention, art. 44.

（
31
）	C

hicago C
onvention, art. 49.

（
32
）	Id., art. 50

（
33
）	Id., art. 37; A

beyratne, supra note 26, at 16.

（
34
）	H

. L
. M

iller, C
ivil A

ircraft E
m

issions and International T
reaty L

aw
, 63 J. A

ir L
. &

 C
om

. 712 

（1998

）.

（
35
）	A

beyratne, supra note 26, at 287; M
iller, Id., at 714.

（
36
）	P

. S
. D

em
psey, F

lights of F
ancy and F

ights of F
ury: A

rbitration and A
djudication of C

om
m

ercial and P
olitical D

isputes 

in International A
viation, 32 G

a. J. Int ’l &
 C

om
p. L

. 278 
（2004

）.

（
37
）	IP
C

C
, supra note 1 forw

ard; IC
A

O
, C

onsolidated S
tatem

ent of C
ontinuing IC

A
O

 P
olicies and P

ractices R
elated to 

E
nvironm

ental P
rotection, A

ssem
b. R

es. A
35-5 

（2004

）; M
iller, supra note 34, 715; 

西
村
忠
司
「
国
際
航
空
の
排
出
量
取
引
（
前
編
）」

運
輸
と
経
済
六
七
巻
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
五
九
頁
以
下
。

（
38
）	O

pen S
kies A

greem
ent, art. 19.
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（
39
）	D

em
psey, supra note 136, at 243.

（
40
）	C

hicago C
onvention, art. 84.

（
41
）	Id. 

そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会
の
仲
裁
機
能
を
国
際
社
会
に
印
象
づ
け
た
二
〇
〇
〇
年
の
米
欧
消
音
器
紛
争
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

二
〇
〇
〇
年
、
Ｅ
Ｕ
は
、
空
港
周
辺
の
人
口
集
中
地
域
へ
の
エ
ン
ジ
ン
排
気
音
の
影
響
を
憂
慮
し
、
シ
カ
ゴ
条
約
第
一
六
附
属
書
に
規
定
さ
れ
る
以

上
の
厳
格
な
騒
音
基
準
を
設
け
た
。
多
く
の
航
空
運
送
事
業
者
は
、
新
型
航
空
機
を
購
入
す
る
か
わ
り
に
、
消
音
器
（
エ
ン
ジ
ン
マ
フ
ラ
ー
）
を
装

着
し
た
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
で
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
と
く
に
旧
型
機
は
消
音
装
置

に
よ
っ
て
も
完
全
に
は
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
、
単
純
な
デ
シ
ベ
ル
レ
ベ
ル
の
規
制
に
か
え
、
一
定
の
パ
ラ
メ
ー
タ
に
基
づ
く
騒
音

規
制
を
新
た
に
施
行
し
た
。
こ
の
結
果
、
既
に
消
音
器
に
設
備
投
資
し
て
い
た
航
空
運
送
事
業
者
は
、
新
型
機
に
更
新
す
る
た
め
に
追
加
の
負
担
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た 
。
保
有
機
材
に
経
年
機
が
多
く
、
こ
れ
に
消
音
装
置
を
装
着
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
航
空
（
当

時
）
は
、
ア
メ
リ
カ
運
輸
省
を
通
じ
て
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
抗
議
し
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
ア
メ
リ
カ
は
シ
カ
ゴ
条
約
八
四
条
の
手
続
き
に
従
っ
て
、
シ

カ
ゴ
条
約
締
約
国
た
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
一
五
か
国
（
当
時
）
に
対
す
る
異
議
を
申
立
て
た
。
本
問
題
の
処
理
に
あ
た
り
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
理
事
会
は
、
両
者
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
弁
論
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
は
、
本
異
議
申
し
立
て
が
シ
カ
ゴ
条
約
八
四
条
の
定
め
る
事
前
交
渉
を
経
ず
に
な
さ

れ
た
早
計
な
行
動
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
両
者
は
、
口
頭
で
理
事
会
に
よ
る
仲
裁
を
求
め
、
こ
れ
に
対
し
て
理
事
会
は
二
六
対
〇
で
ア
メ
リ
カ

を
支
持
す
る
決
議
を
行
っ
た
。
両
者
は
そ
の
後
理
事
会
の
紛
争
解
決
に
向
け
た
公
式
な
召
喚
を
受
諾
し
、
交
渉
の
席
に
つ
い
た
。
二
〇
〇
一
年
一
〇

月
、
両
者
は
暫
定
合
意
に
達
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
を
取
り
下
げ
、
Ｅ
Ｕ
は
パ
ラ
メ
ー
タ
騒
音
規
制
を
廃
止
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
紛
争
は
終
結
に
至
っ
た
（K

. E
. B

row
n, T

he International C
ivil A

viation O
rganizations 

is the A
ppropriate Jurisdiction to S

ettle H
ushkit D

ispute B
etw

een the U
nited S

tates and the E
uropean U

nion, 20 P
enn. S

t. 

Int ’l L
. R

ev. 465 

（2002

）.

）。

（
42
）	D

em
psey, supra note 36, at 270-271.

（
43
）	Id. at 287.

（
44
）	C

om
m

ission P
roposal, supra note 7, at 3.
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（
45
）	IC

A
O

 A
ssem

bly R
esolution 35/5, C

onsolidated S
tatem

ent of C
ontinuing IC

A
O

 P
olicies and P

ractices R
elated to 

E
nvironm

ental P
rotection, app. A

, sec. 1 

（O
ct. 2004

）.
（
46
）	C

ouncil D
ecision 1600/2002, L

aying D
ow

n the S
ixth C

om
m

unity A
ction P

rogram
m

e, art. 5, 2002 O
.J. 

（L
 242

） 1-15.

（
47
）	I. L

aborde, E
U

 R
egulation of A

viation C
O

2  E
m

issions, 24 N
at. R

esources &
 E

nv ’t 54 

（2010

）.

（
48
）	

た
だ
し
航
空
排
出
権
指
令
は
、
影
響
度
の
低
い
フ
ラ
イ
ト
を
実
施
す
る
に
過
ぎ
な
い
事
業
者
に
つ
い
て
は
適
用
外
と
し
て
い
る
（A

nnex 1 

（c

））。
国
家
要
人
の
移
動
、
人
道
的
、
安
全
確
保
、
医
療
、
訓
練
、
軍
事
及
び
研
究
の
目
的
で
行
わ
れ
る
フ
ラ
イ
ト
、
最
大
離
陸
重
量
が
五
、七
〇
〇

㎏
未
満
の
小
型
機
、
連
続
す
る
3
四
半
期
に
お
け
る
飛
行
回
数
が
二
四
三
回
以
下
又
は
年
間
排
出
量
一
万
ト
ン
未
満
の
航
空
運
送
事
業
者
な
ど
で
あ

る
。

（
49
）	D

ecision 2009/339/E
C

.

（
50
）	

規
定
許
容
排
出
量
（
排
出
可
能
単
位
）
の
配
分
方
法
と
し
て
は
、
①
既
得
権
方
式
（grandfathering

）、
②
競
争
入
札
方
式
（auctioning

）、

③
目
標
値
方
式
（benchm

arking

）
が
考
え
ら
れ
る
（P

. M
orrell, A

n E
valuation of P

ossible E
U

 A
ir T

ransport E
m

issions T
rading 

S
chem

e A
llocation M

ethods, 35 E
nergy P

olicy, 5562-5570 

（2007

）; 

湧
口
清
隆
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
航
空
分
野
へ
の
排
出
権
取
引
制
度
適
用

の
動
向
」
運
輸
政
策
研
究
一
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
六
七
頁
）。
結
局
、
支
払
総
額
が
比
較
的
少
な
い
①
の
既
得
権
方
式
が
、
比
較
的
成
熟
度

の
高
い
航
空
産
業
に
お
い
て
は
最
も
受
け
入
れ
や
す
い
選
択
肢
と
な
る
。
た
だ
し
、
新
規
参
入
事
業
者
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
実
際
、
今

回
の
航
空
排
出
権
指
令
の
内
容
は
こ
の
線
に
沿
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
既
得
権
方
式
で
は
、
排
出
量
の
増
加
は
抑
制
で
き
て
も
現
状
か
ら

削
減
す
る
効
果
は
見
込
め
な
い
。
そ
こ
で
一
部
の
排
出
可
能
単
位
に
つ
い
て
、
競
争
入
札
方
式
を
取
り
入
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

（
51
）	P

ress R
elease, A

ir T
ransport A

ssociation, A
T

A
 S

tatem
ent R

egarding E
C

 D
ecision on E

m
issions T

rading 

（D
ec. 20, 

2006

）; R
eagan, supra note 4, at 366.

（
52
）	P

ress R
elease, U

.S
. D

ept. of S
tate, U

nited S
tates Q

uestions E
uropean A

viation E
m

ission T
rading S

chem
e 

（D
ec. 2, 2005

）.

（
53
）	C

E
 D

elft, G
iving W

ings to E
m

ission T
rading, Inclusion of A

viation under the E
uropean E

m
ission T

rading S
ystem

 

（E
T

S

）: 

D
esign and Im

pacts 

（2005

）; R
eagan, supra note 4, at 367.
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）	R

eagan, supra note 4, at 369.
（
55
）	C

hicago C
onvention, art. 12.

（
56
）	Id.

（
57
）	O

pen S
kies. A

greem
ent, art. 3.4.
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58
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E
 D

elft, E
conom

ic Incentives to M
itigate G
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m
issions from
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ransport in E
urope 175-181 
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）.
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59
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hicago C
onvention, art. 1.
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60
）	Id. art. 6.
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）	Id. art. 11.
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）	C

E
 D

elft, supra note 58, at 178.
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）	K

. S
ingh, A

viation and E
urinonm

ental P
olution 85 
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）; R
eagan, supra note 4, at 373.

（
64
）	C

hicago C
onvention, art. 15.

（
65
）	C

hicago C
onvention, art. 24.
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）	IC

A
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 P
olicies on T

axation, in the F
ield of International A

ir T
ransport 

（3rd ed., 2000

） at 1.
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）	O

pen S
kies A

greem
ent, art. 11. 1.
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68
）	C

E
 D

elft, supra note 58, at 175-177.
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hicago C
onvention, art 7.

（
70
）	O

pen S
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greem
ent, at 13.
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）	Id., art. 3.4.
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）	R
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beyratne, T
he A

uthority of the E
uropean U
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m
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chem
e, 21 N
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A
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 S
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）.

（
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hicago C
onvention, arts. 1 and 12.
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S
m
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iver, and the E

xtraterritorial A
pplication of C

E
R

C
L

A
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（2005
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tates, sec. 402 
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（
82
）	R

eagan, supra note 6, at 376.
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